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中
国
研
究
集
刊

湯
浅
邦
弘
教
授
退
休
記
念
号
（
第
六
十
九
号
）

令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
三
月

二
六
七

二
八
二
頁

―

術
数
か
ら
み
た
『
孫
子
』
と
そ
の
受
容
に
関
す
る
一
考
察

椛

島

雅

弘

序

論

古
代
中
国
で
は

戦
争
を
含
め
た
様
々
な
事
柄
を
決
定
す
る
際

し
ば
し
ば
占
術

術

、

、

（

数

を
用
い
て
い
た
。
例
え
ば
『
左
伝
』
昭
公
三
十
一
年
で
は
、
趙
簡
子
が
子
供

）（
注
１
）

が
裸
で
転
び
な
が
ら
歌
っ
て
い
る
夢
を
見
た
こ
と
に
加
え
、
翌
日
日
食
が
起
こ
っ
た
こ

と
に
対
し
、
史
墨
に
占
わ
せ
た
記
録
が
確
認
で
き
る
。
史
墨
は
、
ち
ょ
う
ど
六
年
後
の

、

。

、『

』

庚
辰
の
日
に
呉
が
楚
を
攻
め
る
が

結
局
勝
て
な
い
と
占
う

ま
た

尉
繚
子

（

）

注
２

、

、

、

で
は

戦
国
当
時
の
将
軍
が

占
術
に
頼
っ
て
い
る
こ
と
を
批
判
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も

軍
事
に
お
け
る
占
術
・
術
数
の
影
響
の
強
さ
を
確
認
で
き
る

。

（
注
３
）

こ
の
よ
う
な
中
、
中
国
兵
学
に
お
け
る
代
表
的
文
献
で
あ
る
『
孫
子
』
は
、
そ
の
突

出
し
た
人
為
的
合
理
性
が
特
徴
だ
と
さ
れ
る
。
確
か
に
『
孫
子
』
に
は
「
祥
」
や
「
鬼

神
」
と
い
っ
た
術
数
的
要
素
を
禁
じ
る
記
述
が
存
在
す
る

。
こ
の
よ
う
な
術
数

（
注
４
）

か
ら
距
離
を
置
く
態
度
は
、
当
時
に
お
い
て
際
立
っ
て
い
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
一
部
で
『
孫
子
』
に
は
術
数
に
基
づ
く
記
述
が
あ
る
と
い
う
説
も
存
在
す

る
。
ま
た
後
世

『
孫
子
』
が
受
容
さ
れ
て
い
く
中
で
、
術
数
と
密
接
に
関
連
付
け
な
が

、

ら
受
容
す
る
ケ
ー
ス
も
確
認
で
き
る
。
小
論
で
は
、
ま
ず
『
孫
子
』
と
術
数
に
ま
つ
わ

る
先
行
研
究
を
整
理
す
る
。
そ
の
後
、
術
数
的
な
『
孫
子
』
受
容
が
ど
の
よ
う
に
為
さ

れ
て
き
た
の
か
明
ら
か
に
す
る
。
具
体
的
に
は
、
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
に
含
ま
れ
る
「
孫

」

『

』
、『

』

、

『

』

子
下
篇

や

孫
臏
兵
法

後
漢
書

に
見
え
る
記
述

類
書
に
残
存
す
る

孫
子

関
連
の
文
献
、
李
筌
の
『
孫
子
』
注
を
取
り
上
げ
る
な
が
ら
考
察
す
る
。
そ
し
て

『
孫

、

子
』
に
は
術
数
（
妖
祥
・
鬼
神
）
を
禁
じ
る
よ
う
な
記
述
が
あ
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、

な
ぜ
術
数
的
な
受
容
が
起
こ
っ
た
の
か
分
析
し
た
上
で

『
孫
子
』
十
三
篇
に
お
け
る
術

、

数
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

一

先
行
研
究
の
整
理

ま
ず
は

『
孫
子
』
自
体
と
術
数
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
を
引
用
し
つ
つ
整

、

理
し
た
い
。
先
行
研
究
に
お
い
て
、
し
ば
し
ば
焦
点
と
な
る
の
が

「

孫
子
』
十
三
篇

、
『

に
術
数
的
要
素
が
あ
る
の
か
」
と
い
う
点
で
あ
る
。
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ま
ず
、
計
篇
の
「
天
者
、
陰
陽
、
寒
暑
、
時
制
也

（
天
と
は
、
陰
陽
、
寒
暑
、
時
制

。

な
り

」
に
つ
い
て
、
李
零
氏
は
、
曹
操
注
の
「
順
天
行
誅
、
因
陰
陽
四
時
之
制
（
天

。
）

に
順
い
誅
を
行
う
に
、
陰
陽
四
時
の
制
に
因
る

、
杜
牧
注
の
「
陰
陽
者
、
五
行
、
刑

。
）
」

徳
、
向
背
之
類
是
也
。
陰
陽
と
は
、
五
行
・
刑
德
・
向
背
の
類
い
是
れ
な
り

」
を
参

。
）

考
に
し

「
陰
陽
」
と
い
う
記
述
を

『
孫
子
』
に
見
え
る
術
数
的
要
素
だ
と
解
釈
す
る

、

、

。
一
方
、
浅
野
裕
一
氏
は

「
陰
陽
」
を
「
日
か
げ
と
日
な
た

「
夜
と
昼

「
新

（
注
５
）

、

」

」

月
と
満
月

等
の
区
別
だ
と
解
釈
す
る

ま
た
湯
浅
邦
弘
氏
は

陰
陽

を

寒

」

。

、「

」

「

（

）

注
６

暑

「
自
制
」
と
と
も
に
、
行
軍
の
際
に
当
然
勘
案
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
自
然
条
件
で

」
あ
る
と
解
釈
し

「
陰
陽
」
が
術
数
・
占
術
を
示
す
も
の
で
は
な
い
と
す
る

。

、

（
注
７
）

ま
た
「
高
陵
勿
向
、
背
邱
勿
逆
（
高
陵
に
向
か
う
こ
と
勿
か
れ
、
背
丘
に
は
逆
う
る

こ
と
勿
か
れ

（
軍
争
篇
）
や
「
貴
陽
而
賤
陰
（
陽
を
貴
び
て
陰
を
賎
し
む

（
行
軍

）
」

）
」

）

、

「

」

。

篇

に
つ
い
て

李
零
氏
は

向
背

に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
だ
と
解
釈
す
る
（

）

注
８

一
方
浅
野
氏
や
湯
浅
氏
は
、
こ
れ
ら
を
、
戦
争
の
際
把
握
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
自
然
地
理
的
条
件
で
あ
る
と
解
釈
す
る

。

（
注
９
）

火
攻
篇
の
「
發
火
有
時
、
起
火
有
日
。
時
者
、
天
之
燥
也
。
日
者
、
月
在
箕
・
壁
・

翼
・
軫
也
。
凡
此
四
宿
者
、
風
起
之
日
也

（
火
を
発
す
る
に
時
有
り
、
火
を
起
こ
す
に

。

日
有
り
。
時
と
は
、
天
の
燥
な
り
。
日
と
は
、
月
の
箕
・
壁
・
翼
・
軫
に
在
る
な
り
。

凡
そ
此
の
四
宿
は
、
風
起
こ
る
の
日
な
り

」
に
つ
い
て
、
李
零
氏
は
こ
の
記
述
を
占

。
）

術
的
な
「
風
角
術
」
で
あ
る
と
解
釈
し

、
ま
た
渡
邊
義
浩
氏
も
こ
の
記
述
が
術

（
注

）
10

数
的
要
素
を
含
む
と
述
べ
る

。
一
方
、
浅
野
氏
及
び
湯
浅
氏
は
、
占
術
的
理
論

（
注

）
11

、

。

で
は
な
く

永
い
実
戦
体
験
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
経
験
則
で
あ
る
と
解
釈
す
る
（

）

注
12

ま
た
、

具
体
的
な
指
摘
で
は
な
い
も
の
の
、
川
原
秀
城
氏
は

『
孫
子
』
を
は
じ
め

、

と
す
る
権
謀
家
が
占
卜
（
術
数
）
と
無
縁
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
理
由

と
し
て
、
一
「
術
数
あ
る
い
は
天
文
・
地
理
で
は
、
合
理
面
と
神
秘
面
は
排
他
的
に
存

在
し
て
い
な
い
た
め
、
各
面
が
独
自
の
領
域
を
形
づ
く
る
と
は
い
え
、
そ
こ
に
明
白
な

区
分
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

、
二
「
権
謀
家
は
権
謀
術
数
を
貫
徹
す
る
た
め
、
利

」

用
可
能
な
も
の
は
す
べ
て
利
用
す
る

、
三
「
１
９
７
２
年
に
山
東
省
臨
沂
県
の
銀
雀
山

」
」

。

、

漢
墓
か
ら
出
土
し
た
一
群
の
竹
簡

の
三
点
を
挙
げ
る

三
点
目
に
つ
い
て
は

（

）

注
13

具
体
的
に
は
「
孫
子
下
篇
」
の
一
部
・

孫
臏
兵
法
』
の
一
部
を
根
拠
と
し
て
い
る
。
こ

『

の
点
に
つ
い
て
は
、
後
に
詳
し
く
取
り
上
げ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
先
行
研
究
は

『
孫
子
』
の
特
徴
は
人
為
に
基
づ
く
合
理
性
を
持
ち

、

つ
つ
も
、
一
部
に
つ
い
て
は
術
数
を
含
む
と
い
う
立
場
と

『
孫
子
』
に
は
基
本
的
に
術

、

数
的
要
素
は
存
在
し
な
い
と
い
う
立
場
に
大
別
さ
れ
る
。

先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
部
分
は
、
い
ず
れ
も
術
数
・
非
術
数
（
人
為
）
の
ど

、

、

ち
ら
で
も
解
釈
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
も
の
の

筆
者
は
第
五
章
で
述
べ
る
よ
う
に

当
時
の
天
の
影
響
力
の
強
さ
か
ら
、
前
者
の
よ
う
に
『
孫
子
』
と
言
え
ど
も
一
部
は
術

数
的
要
素
を
持
つ
と
い
う
立
場
を
取
る
が
、
卑
見
の
限
り
、
こ
の
立
場
を
詳
細
に
立
証

す
る
考
察
は
未
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
。
特
に

『
孫
子
』
に
術
数
的
要
素
を
含
む
と
し
た

、

場
合
、
問
題
と
な
る
の
が
、
以
下
の
記
述
で
あ
る
。

禁
祥
去
疑
、
至
死
無
所
之
。

祥
を
禁
じ
疑
い
を
去
ら
ば
、
死
に
至
る
ま
で
之
く
所
無
し

（
九
地
篇
）

。

先
知
者
、
不
可
取
於
鬼
神
、
不
可
象
於
事
、
不
可
驗
於
度
。
必
取
於
人
、
知
敵

之
情
者
也
。

先
知
な
る
者
は
、
鬼
神
に
取
る
べ
か
ら
ず
、
事
に
象
る
べ
か
ら
ず
、
度
に
験
す

べ
か
ら
ず
。
必
ず
人
に
取
り
て
、
敵
の
情
を
知
る
者
な
り

（
用
間
篇
）

。

以
上
の
よ
う
に

『
孫
子
』
は
術
数
の
一
種
で
あ
る
（
妖
）
祥
・
鬼
神
を
批
判
的
に
捉

、

、

、

え
る
が

そ
れ
と
陰
陽
・
向
背
・
風
角
と
い
っ
た
術
数
に
基
づ
い
た
記
述
と
の
関
係
は
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ど
の
よ
う
に
捉
え
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
を
考
え
る
上
で
注
目
し
た
い
の
が

『
孫
子
』
の
術
数
的
受
容
で
あ
る
。
後

、

述
の
通
り
、
後
世
『
孫
子
』
が
継
承
さ
れ
て
い
く
過
程
で
、
術
数
的
に
解
釈
す
る
よ
う

な
現
象
が
起
こ
っ
て
い
る

こ
の
よ
う
な
側
面
か
ら

孫
子

を
検
討
す
る
こ
と
で

孫

。

『

』

、『

子
』
本
文
と
術
数
の
問
題
に
つ
い
て
、
遡
及
的
に
知
見
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ

う
か
。

小
論
で
は

『
孫
子
』
が
ど
の
よ
う
に
術
数
的
な
要
素
を
付
加
さ
れ
な
が
ら
継
承
さ
れ

、

た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
後

『
孫
子
』
十
三
篇
に
お
け
る
術
数
の
問
題
に
つ
い
て
考
察

、

す
る
。

二

銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
「
孫
子
下
編

・

孫
臏
兵
法
』
の
術
数
的
記
述

」
『

『
孫
子
』
の
術
数
的
な
受
容
の
例
と
し
て
ま
ず
挙
げ
た
い
の
が
、
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡

に
見
え
る
「
孫
子
下
編
」
と
『
孫
臏
兵
法
』
の
記
述
で
あ
る

。
銀
雀
山
漢
墓
竹

（
注

）
14

簡
に
は

『
孫
子
』
十
三
篇
以
外
で
、
孫
武
に
関
わ
る
も
の
が
五
篇
存
在
し
て
お
り
、
整

、

理
小
組
は
そ
の
五
篇
を
「
孫
子
下
編
」
と
称
し
て
い
る

「
孫
子
下
編
」
は
「
呉
孫
子
兵

。

」

、

、『

』

法
八
十
二
篇

に
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が

い
ず
れ
に
せ
よ

孫
子

の
影
響
を
受
け
た
文
献
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

「
孫
子
下
編
」
の
中
で
今
注
目
し
た
い
の
は

「
黄
帝
伐
赤
帝
」
篇
・

地
形
二
」
篇

、

「

で
あ
る
。

、
「【

】

、

、

、

、

、

孫
子
曰

黄
帝
南
伐

赤
帝

至
於
□
□

戰
於
反
山
之
原

右
陰

順
術

倍
（
背
）
衝
、
大
烕

（
滅
）
有
之

」。

孫
子
曰
く

「

黄
帝

、
赤
帝
を
【
南
伐
】
し
、
□
□
に
至
り
て
、
反
山
の
原
に

、
【

】

戦
い
、
陰
を
右
に
し
、
術
に
順
い
、
衝
を
背
に
し
、
大
い
に
滅
す
る
こ
と
之
有

り

（
黄
帝
伐
赤
帝
篇
）

。」

黄
帝
伐
赤
帝
篇
で
は
、
黄
帝
が
そ
れ
ぞ
れ
「

南
伐
】
赤
帝

「
東
伐
【
青
】
帝

「
北

【

」

」

伐
黒
帝

西
伐
白
帝

す
る
こ
と
を
述
べ
る
が

こ
れ
は

南
・
赤

東
・
青

北
・

」「

」

、

「

」「

」「

黒

「
西
・
白
」
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
五
行
説
に
基
づ
い
て
対
応
し
て
い
る
。
こ
の
記
述

」
は

『
孫
子
』
十
三
篇
の
「
黄
帝
之
所
以
勝
四
帝

（
行
軍
篇
）
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い

、

」

る
。一

方

「
陰
を
右
に
し
、
術
に
順
い
、
衝
を
背
に
し
」
の
部
分
は

『
尉
繚
子
』
が
述

、

、

べ
る
所
の
「
陰
陽
向
背
」
の
術
で
あ
り
、
占
術
の
一
種
で
あ
る

「
向
背
」
と
は

「
向

。

、

か
う
」
と
「
背
に
す
る
」
の
意
味
で
あ
り
、
前
後
左
右
・
東
西
南
北
を
そ
れ
ぞ
れ
陰
陽

に
配
当
さ
せ
て
善
し
悪
し
を
判
断
す
る

『
国
語
』
越
語
下
に
「
凡
陳
之
道
、
設
右
以
爲

。

牝
、
益
左
以
爲
牡
、
蚤
晏
無
失
、
必
順
天
道
、
周
旋
無
究

（
凡
そ
陳
の
道
は
、
右
を
設

。

け
て
以
て
牝
と
為
し
、
左
を
益
し
て
以
て
牡
と
為
し
、
蚤
晏
失
う
こ
と
無
く
、
必
ず
天

道
に
順
い
、
周
旋
究
り
無
し

」
と
あ
り

「
天
道
」
に
基
づ
く
兵
法
で
あ
る
こ
と
が
窺

。
）

、

え
る
。
以
上
に
よ
り
、
黄
帝
伐
赤
帝
篇
の
記
述
は

『
孫
子
』
を
術
数
的
に
敷
衍
し
た
も

、

の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

地
形
二
篇
に
は

「
凡
地
刑
（
形
）
東
方
爲
左
、
西
方
爲
【
右

（
凡
そ
地
形
は
東
方

、

】
。

左
と
為
し
、
西
方
【
右
】
と
為
す

」
と
い
う
記
述
が
存
在
す
る
。
こ
ち
ら
の
記
述
も

。
）

黄
帝
伐
赤
帝
篇
と
同
じ
く
、
向
背
の
術
の
一
種
で
あ
り

『
孫
子
』
の
術
数
的
解
釈
に
比

、

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
具
体
的
に
は

『
孫
子
』
の
地
形
篇
か
九
地
篇
の
記
述
を
敷
衍

、

し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

次
に
『
孫
臏
兵
法
』
を
取
り
上
げ
る

『
孫
臏
兵
法
』
は
、
兵
書
略
の
「
斉
孫
子
八
十

。

」

、

。

九
篇

に
相
当
す
る
文
献
だ
と
見
な
さ
れ
て
お
り

現
在
十
六
篇
が
確
認
さ
れ
て
い
る

孫
臏
は
孫
子
（
武
）
の
子
孫
と
さ
れ
て
い
る
人
物
で
あ
り

「
曰
、
智
孫
氏
之
道
、
必
合

、

於
天
地

（
曰
く
、
孫
氏
の
道
を
智
る
者
は
、
必
ず
天
地
に
合
う

（
陳
忌
問
塁
篇
）

。

。
）
」
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と
あ
る
よ
う
に
、
孫
武
（
子

・
孫
臏
の
思
想
を
「
孫
氏
」
と
表
現
し
て
い
る
と
思
し
き

）

記
述
が
確
認
で
き
る
。
ま
た

「
間
於
天
地
之
間
、
莫
貴
於
人

（
天
地
の
間
に
間
す
る

、

。

は
、
人
よ
り
貴
き
は
莫
し

（
月
戦
篇
）
と
あ
る
よ
う
に
、
基
本
的
に
『
孫
臏
兵
法
』

。
）
」

は

孫
子

の
人
為
に
基
づ
く
思
想
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る

そ
の
一
方

孫

『

』

。

、『

臏
兵
法
』
は
術
数
に
関
わ
る
記
述
も
確
認
で
き
る
。

●
孫
子
曰
、
十
戦
而
六
勝
、
以
星
也
。
十
戦
而
七
勝
、
以
日
者
也
。
十
戦
而
八

勝
、
以
月
者
也
。
十
戦
而
九
勝
、
月
有

【
十
戦
】
而
十
勝
、
將
善
而
生
過

…
…

者
也
。

●
孫
子
曰
く
、
十
戦
し
て
六
勝
す
る
は
、
星
を
以
て
す
る
な
り
。
十
戦
し
て
七

勝
す
る
は
、
日
を
以
て
す
る
者
な
り
。
十
戦
し
て
八
勝
す
る
は
、
月
を
以
て
す

る
者
な
り
。
十
戦
し
て
九
勝
す
る
は
、
月
有
り

【
十
戦
し
て
】
十
勝
す
る

…
…

は
、
将
に
善
な
ら
ん
と
し
て
過
を
生
ず
る
者
な
り

（
月
戦
篇
）

。

月
戦
篇
で
は
、
勝
敗
の
根
拠
に
「
星

「
日

「
月
」
と
い
っ
た
天
体
を
関
連
さ
せ
て

」

」

い
る
。
こ
の
記
述
は
、
恐
ら
く
「

河
圖
帝
覧
嬉
』
曰

「
日
蝕
所
宿
、
國
主
疾
、
貴
人

『

、

死
。
用
兵
者
從
蝕
之
面
攻
城
取
地

（

河
圖
帝
覧
嬉
』
に
曰
く

「
日
蝕
の
宿
る
所
、

。
」
『

、

国
主
疾
み
、
貴
人
死
す
。
兵
を
用
い
る
者

蝕
の
面
従
り
城
を
攻
む
れ
ば
地
を
取
る

」
。

と

（

開
元
占
経
』
に
引
く
）
の
よ
う
な
占
術
を
想
定
し
て
い
る
。

。
）
」
『

ま
た
、
こ
の
部
分
を
あ
え
て
『
孫
子
』
と
関
連
付
け
る
の
な
ら

「
善
攻
者
、
動
于
九

、

天
之
上
、
故
能
自
保
而
全
勝
也

（
善
く
攻
む
る
者
、
九
天
の
上
に
動
き
、
故
に
能
く
自

。。
）
」（

）

。

「

」

、

ら
保
ち
て
勝
を
全
う
す
る
な
り

形
篇

が
挙
げ
ら
れ
る

こ
こ
で
の

九
天

は

浅
野
裕
一
氏
の
よ
う
に
「
天
空
」
と
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
一
方

、
李

（
注

）
15

筌
が
『
玄
女
三
宮
戦
法
』
を
『
孫
子
』
の
注
釈
で
引
用
し
て
い
る
よ
う
に
、
術
数
的
な

解
釈
を
す
る
こ
と
も
可
能
な
語
で
あ
る
。
ま
た

「
知
天
知
地
、
勝
乃
可
全

（
天
を
知

、

。

り
地
を
知
れ
ば
、
勝
は
乃
ち
全
う
す
べ
し

（
地
形
篇
）
も
対
応
す
る
記
述
の
候
補
と

。
）
」

し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

次
に
地
葆
篇
の
記
述
を
確
認
し
た
い
。

五
壤
之
勝
、
青
勝
黄
、
黄
勝
黑
、
黑
勝
赤
、
赤
勝
白
、
白
勝
青
。

五
壤
の
勝
ち
と
は
、
青
は
黄
に
勝
ち
、
黄
は
黒
に
勝
ち
、
黒
は
赤
に
勝
ち
、
赤

は
白
に
勝
ち
、
白
は
青
に
勝
つ

（
地
葆
篇
）

。

地
葆
篇
で
は

「
青
（
木
）

黄
（
土

「
黄
（
土
）

黒
（
水

「
黒
（
水
）

赤

、

）
」

）
」

→

→

→

（
火

「
赤
（
火
）

白
（
金

「
白
（
金
）

青
（
木

」
の
よ
う
に
、
土
壌
の
色
と

）
」

）
」

）

→

→

五
行
相
勝
説
を
関
連
付
け
て
述
べ
る
。
こ
の
記
述
は

『
孫
子
』
の
「
地
有
所
不
爭
（
地

、

に
争
わ
ざ
る
所
有
り

（
九
変
篇
）
や
前
掲
「
天
を
知
り
地
を
知
れ
ば
、
勝
は
乃
ち
全

）
」

う
す
べ
し
」
を
術
数
的
に
解
釈
し
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
黄
帝
伐
赤
帝
篇
・
地
形
二
篇
・

孫
臏
兵
法
』
の
術
数
に
関
わ
る
記
述
を
確
認

『

し
た
。
黄
帝
伐
赤
帝
篇
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
に
特
定
の
『
孫
子
』
の
一
節
を
術
数
的

に
敷
衍
し
て
い
る
が
、
地
形
二
篇
・

孫
臏
兵
法
』
は
対
応
の
候
補
が
複
数
挙
げ
ら
れ
、

『

比
較
的
ゆ
る
や
か
な
繋
が
り
の
中
で
術
数
的
要
素
を
付
加
し
て
い
た
。

歴
史
書
と
類
書
に
見
え
る
『
孫
子
』
の
術
数
的
受
容

三

次
に
、
歴
史
書
と
類
書
に
見
え
る
『
孫
子
』
の
術
数
的
な
受
容
に
つ
い
て
確
認
し
た

い

『
後
漢
書
』
列
伝
六
十
一
で
は
、
一
八
八
年
（
中
平
五
年

、
涼
州
に
て
賊
の
王
国

。

）

が
陳
倉
を
囲
み
、
董
卓
と
皇
甫
嵩
が
対
処
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
際
の
や
り
と

り
が
記
さ
れ
て
い
る
。
直
ち
に
陳
倉
を
救
援
す
る
べ
き
と
主
張
す
る
董
卓
に
対
し
、
皇
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甫
嵩
が
以
下
の
よ
う
に
反
論
す
る
。

嵩
曰

「
不
然
。
百
戰
百
勝
、
不
如
不
戰
而
屈
人
之
兵
。
是
以
先
為
不
可
勝
、
以

、

待
敵
之
可
勝
。
不
可
勝
在
我
、
可
勝
在
彼
。
彼
守
不
足
、
我
攻
有
餘
。
有
餘
者

動
於
九
天
之
上
、
不
足
者
陷
於
九
地
之
下
。
今
陳
倉
雖
小
、
城
守
固
備
、
非
九

。

、

、

。

、

地
之
陷
也

王
國
雖
強

而
攻
我
之
所
不
救

非
九
天
之
勢
也

夫
勢
非
九
天

攻
者
受
害
。
陷
非
九
地
、
守
者
不
拔
。
國
今
已
陷
受
害
之
地
、
陳
倉
保
不
拔
之

城
。
我
可
不
煩
兵
動
衆
、
而
取
全
勝
之
功
。
將
何
救
焉

」。

、「

。

、

。

嵩
曰
く

然
ら
ず

百
戦
百
勝
は

戦
わ
ず
し
て
人
の
兵
を
屈
す
る
に
し
か
ず

是
を
以
て
先
づ
勝
つ
べ
か
ら
ざ
る
を
為
し
て
、
以
て
敵
の
勝
つ
べ
き
を
待
つ
。

勝
つ
べ
か
ら
ざ
る
は
我
に
在
り
、
勝
つ
べ
き
は
彼
に
在
り
。
彼
は
守
る
に
足
ら

ず
、
我
は
攻
む
る
に
余
有
り
。
余
有
る
者
は
九
天
の
上
に
動
き
、
足
ら
ざ
る
者

。

、

、

は
九
地
の
下
に
陥
る

今
陳
倉
は
小
な
り
と
雖
も

城
の
守
り
は
固
く
備
わ
り

九
地
の
陥
に
非
ざ
る
な
り
。
王
国
強
き
と
雖
も
、
而
れ
ど
も
我
の
救
わ
ざ
る
所

を
攻
め
、
九
天
の
勢
に
非
ざ
る
な
り
。
夫
れ
勢

九
天
に
非
ざ
れ
ば
、
攻
む
る
者

は
害
を
受
く
。
陥

九
地
に
非
ざ
れ
ば
、
守
る
者
は
抜
け
ず
。
国
は
今
已
に
害
を

受
く
る
の
地
に
陥
り
、
陳
倉
は
抜
け
ざ
る
の
城
を
保
つ
。
我
は
兵
を
煩
わ
せ
衆

、

。

。
」

。

を
動
か
さ
ず
し
て

全
勝
の
功
を
取
る
べ
し

将
に
何
を
か
救
わ
ん
と
す

と

皇
甫
嵩
は
自
軍
と
敵
軍
の
状
況
に
つ
い
て
、
陳
倉
の
守
備
は
堅
固
で
あ
り
「
九
地
の

陥
に
非
ざ
る
」
状
態
で
あ
る
一
方
、
賊
軍
は
強
い
と
は
い
え
「
九
天
の
勢
に
非
ざ
る
」

状
態
で
あ
り
、
今
は
救
援
す
る
べ
き
時
で
は
な
い
と
主
張
す
る
。

九
地
の
陥
に
非
ざ
る

九
天
の
勢
に
非
ざ
る

は

恐
ら
く

孫
子

形
篇
の

善

「

」「

」

、

『

』

「

守
者
藏
於
九
地
之
下
、
善
攻
者
動
於
九
天
之
上

（
善
く
守
る
者
は
九
地
の
下
に
蔵
れ
、

。

善
く
攻
む
る
者
は
九
天
の
上
に
動
く

」
を
踏
ま
え
た
発
言
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
で

。
）

の
「
九
天
の
勢

「
九
地
の
陥
」
の
意
味
は
、
文
脈
的
に
術
数
の
要
素
に
乏
し
く
、
単
に

」

「
天
上
（
に
届
く
ほ
ど
の
）
勢
い

「
地
底
（
に
届
く
ほ
ど
の
）
穴
」
と
い
っ
た
意
味
で

」

解
釈
す
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

一
方
、
こ
の
部
分
の
李
賢
注
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
注
釈
を
付
し
て
い
る
。

『
玄
女
三
宮
戰
法
』
曰

「
行
兵
之
道
、
天
地
之
寶
。
九
天
九
地
、
各
有
表
裏
。

、

九
天
之
上
、
六
甲
子
也
。
九
地
之
下
、
六
癸
酉
也
。
子
能
順
之
、
萬
全
可
保

」
。

『
玄
女
三
宮
戦
法
』
に
曰
く

「
兵
を
行
う
の
道
は
、
天
地
の
宝
な
り
。
九
天
九

、

地
、
各

表
裏
有
り
。
九
天
の
上
は
、
六
甲
子
な
り
。
九
地
の
下
は
、
六
癸
酉
な

り
。
子
能
く
之
に
順
わ
ば
、
万
全
な
る
こ
と
保
つ
べ
し

」
と
。

。

「

」「

」「

」「

」

、

、

九
天

九
地

六
甲
子

六
癸
酉

は

遁
甲
占
に
お
け
る
重
要
概
念
で
あ
り

『
孫
子
』
を
踏
ま
え
た
皇
甫
嵩
の
発
言
と
術
数
を
関
連
付
け
て
い
る
。
ま
た

『
孫
子
』

、

本
文
の
「
善
く
守
る
者
は
九
地
の
下
に
蔵
れ
、
善
く
攻
む
る
者
は
九
天
の
上
に
動
く
」

、

『

』

「

、

。

、

の
部
分
に
つ
い
て

李
筌
は

天
一
遁
甲
経

の

天
之
上

可
以
陳
兵

九
地
之
下

可
以
伏
藏

（
天
の
上
、
以
て
兵
を
陳
ぶ
る
べ
し
。
九
地
の
下
、
以
て
伏
蔵
す
べ
し

」

。

。
）

を
引
用
し
て
注
釈
を
付
け
る
。
以
上
に
よ
り

『
孫
子
』
形
篇
の
「
九
天

「
九
地
」
の

、

」

部
分
は
、
術
数
的
な
解
釈
が
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

次
に
、
類
書
に
見
え
る
『
孫
子
』
と
術
数
の
関
わ
り
に
つ
い
て
確
認
し
た
い

『
太
平

。

御
覽
』
兵
部
五
十
九
「
占
候
」
に
は

『
孫
子
占
』
と
い
う
文
献
が
存
在
す
る
。

、

『

』

、「

、

。

、

、

孫
子
占

曰

三
軍
將
行

其
旌
旗
從
容
以
向
前

是
爲
天
送

必
亟
擊
之

得
其
大
將
。
三
軍
將
行
、
其
旌
旗
墊
然
若
雨
。
是
爲
天
霑
、
其
師
失
。
三
軍
將

行
、
旌
旗
亂
於
上
、
東
西
南
北
無
所
主
方
、
其
軍
不
還
。
三
軍
將
陣
、
雨
甚
。

是
爲
浴
師
、
勿
用
陣
戰
。
三
軍
將
戰
、
有
雲
其
上
而
赤
。
勿
用
陣
。
先
陣
戰
者
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。

、

、

、

。

、

莫
復
其
迹

三
軍
方
行

大
風
飄
起
於
軍
前

右
周
絕
軍

其
將
亡

右
周
中

其
師
得
粮

」。

『
孫
子
占
』
に
曰
く

「
三
軍
将
に
行
か
ん
と
す
る
に
、
其
の
旌
旗

従
容
と
し

、

て
以
て
前
に
向
く
。
是
れ
天
送
と
為
し
、
必
ず
亟
か
に
之
を
撃
ち
、
其
の
大
将

を
得
。
三
軍
将
に
行
か
ん
と
す
る
に
、
其
の
旌
旗

墊
然
と
し
て
雨
の
ご
と
し
。

是
れ
天
霑
と
為
し
、
其
の
師
失
う
。
三
軍
将
に
行
か
ん
と
す
る
に
、
旌
旗

上
に

乱
れ
、
東
西
南
北

方
を
主
る
所
無
け
れ
ば
、
其
の
軍
還
ら
ず
。
三
軍
将
に
陣
せ

ん
と
す
る
に
、
雨
甚
し
。
是
れ
浴
師
と
為
し
、
陣
戦
に
用
う
る
勿
れ
。
三
軍
将

に
戦
わ
ん
と
す
る
に
、
雲
有
り
て
其
の
上
赤
け
れ
ば
、
陣
を
用
う
る
勿
れ
。
先

。

、

に
陣
戦
す
る
者
は
其
の
迹
を
復
す
る
こ
と
莫
し

三
軍
方
に
行
か
ん
と
す
る
に

大
な
る
風
飄

軍
前
よ
り
起
こ
れ
ば
、
右
に
周
り
て
軍
を
絶
ち
、
其
の
将
亡
ぶ
。

右
に
周
り
て
中
つ
れ
ば
、
其
の
師

粮
を
得

」
と
。

。

『
孫
子
占
』
は

「
旌
旗

「
雨

「
風
飄
」
の
動
き
・
変
化
を
根
拠
と
し
て
、
軍
の
未

、

」

」

来
に
つ
い
て
占
う
。
こ
の
う
ち
少
な
く
と
も
「
旌
旗
」
は

「
旌
旗
動
者
、
亂
也

（
旌

、

。

旗
の
動
く
者
は
、
乱
る
る
な
り

（
行
軍
篇
）
の
部
分
を
敷
衍
し
た
も
の
で
あ
る
可
能

。
）
」

性
を
指
摘
で
き
る

「
雨

「
風
飄
」
に
つ
い
て
は
、
一
応
『
孫
子
』
に
も
「
上
雨
水
沫

。

」

至
、
欲
涉
者
、
待
其
定
也

（
上
に
雨
ふ
り
て
水
沫
至
ら
ば
、
渉
ら
ん
と
欲
す
る
者
は
、

。

其
の
定
ま
る
を
待
て

（
行
軍
篇

「
凡
此
四
宿
者
、
風
起
之
日
也

（
凡
此
の
四
宿

。
）
」

）
、

。

、

。）
」（

）
、「

、

、

、

な
る
者
は

風
起
こ
る
の
日
な
り

行
軍
篇

火
發
上
風

無
攻
下
風

晝
風
久

夜
風
止

（
火

上
風
に
発
す
れ
ば
、
下
風
を
攻
む
る
こ
と
無
か
れ

（
火
攻
篇
）
の
よ

。

。
）
」

う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
記
述
が
見
ら
れ
る
が
、
さ
ほ
ど
密
接
な
関
わ
り
を
見
出
す
こ
と
は
で

き
な
い
。

（
注

）

次
に
、
同
じ
く
『
太
平
御
覧
』
の
天
部
八
「
雲
」
に
は

「

魏
武
兵
書
節
要

、
『

』

16

曰

「
孫
子
稱
司
雲
氣
、
非
雲
、
非
煙
、
非
霧
、
形
似
禽
獸
、
客
吉
、
主
人
忌

（

魏

、

。
」
『

武
兵
書
節
要
』
に
曰
く

「
孫
子

雲
氣
を
称
り
司
る
に
、
雲
に
非
ず
、
煙
に
非
ず
、
霧

、

に
非
ず
、
形

禽
獣
に
似
れ
ば
、
客
吉
に
し
て
、
主
人
忌
む

」
と

」
と
い
う
記
述
が

。

。
）

存
在
す
る
。
一
方

『
孫
子
』
に
は
「
雲
気
」
に
関
す
る
記
述
は
存
在
し
な
い
も
の
の
、

、

「

（

）
」（

）

「

」

形
之
而
死
生
之
地

之
を
形
し
て
死
生
の
地
を
知
る

虚
実
篇

の
よ
う
な

形

を
敷
衍
し
て
雲
気
に
つ
い
て
言
及
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
根
拠
と
し
て
、

李
筌
が
こ
の
部
分
に
対
し

「
候
望
雲
氣
・
風
鳥
・
人
情
、
則
動
靜
可
知
也

（
雲
気
・

、

。

、

。
）
」

、「

」

風
鳥
・
人
情
を
候
望
す
れ
ば

則
ち
動
静
知
る
べ
き
な
り

と
注
釈
し
て
お
り

形

の
解
釈
に
雲
気
を
含
め
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

あ
る
い
は
、
単
に
孫
子
の
知
名
度
を
借
り
た
だ
け
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
は

『
武
経
総
要
』
前
集
八
に
「
孫
子
之
牝
陣

「
呉
起
之
曲
陣

「
諸
葛
亮
之
龍
騰

、

」

」

陣
」
と
あ
る
よ
う
に
、
孫
子
・
呉
起
・
諸
葛
亮
と
い
っ
た
著
名
な
将
軍
の
名
を
借
り
て

。

、『

』

術
数
的
要
素
を
持
つ
陣
形
に
箔
を
付
け
て
い
る
の
と
軌
を
一
に
す
る

さ
ら
に

隋
書

経
籍
志
に
見
え
る
『
孫
子
兵
法
雑
占
』
四
巻
も
、
亡
失
し
て
い
る
も
の
の
同
様
の
傾
向

を
持
つ
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

李
筌
の
『
孫
子
』
注
に
お
け
る
態
度
に
つ
い
て

四

こ
れ
ま
で
、
出
土
文
献
や
歴
史
書
・
類
書
に
見
え
る
『
孫
子
』
の
術
数
的
な
受
容
に

つ
い
て
確
認
し
て
き
た
。
次
に

『
孫
子
』
の
注
釈
で
術
数
的
な
解
釈
を
し
て
い
る
部
分

、

に
注
目
す
る

『
孫
子
』
の
注
釈
と
い
え
ば
十
一
家
注
が
著
名
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
該

。

当
の
注
釈
は
一
定
数
存
在
し
、
特
に
李
筌
注
に
は
そ
の
傾
向
が
強
い

。
李
筌
と

（
注

）
17

は
唐
代
の
官
吏
・
道
士
で
あ
り

『
太
白
陰
経

『
陰
符
経
疏
』
の
著
者
で
も
あ
る
。

、

』

『

』

、

、

李
筌
に
よ
る

孫
子

注
の
中
で

明
ら
か
に
術
数
と
の
関
わ
り
が
見
え
る
も
の
は

以
下
の
通
り
で
あ
る

「
・
」
以
下
が
『
孫
子
』
の
本
文
で

「
①
」
を
は
じ
め
と
す
る

。

、
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番
号
以
下
が
対
応
す
る
李
筌
の
注
釈
で
あ
る
。
分
量
が
多
い
た
め
、
は
じ
め
に
原
文
の

み
表
記
し
、
必
要
に
応
じ
て
後
文
で
書
き
下
し
を
掲
げ
る
。

計
篇

①
李
筌
曰

「
計
者
、
兵
之
上
也

『
太
一
遁
甲
』
先
以
計
、
神
加
德
宮
、
以
斷
主
客
成

、

。

敗
。
故
孫
子
論
兵
、
亦
以
計
為
篇
首

（
冒
頭
）

。
」

・
夫
未
戰
而
廟
算
勝
者
、
得
算
多
也
。
未
戰
而
廟
算
不
勝
者
、
得
算
少
也
。
多
算
勝
、

少
算
不
勝
、
而
況
無
算
乎
。
吾
以
此
觀
之
、
勝
負
見
矣
。

②
李
筌
曰

「
夫
戰
者
、
決
勝
廟
堂
、
然
後
與
人
爭
利
、
凡
伐
叛
懷
遠
、
推
亡
固
存
、
兼

、

弱
攻
昧
、
皆
物
情
之
所
出
、
中
外
離
心
、
如
商
周
之
師
者
、
是
爲
未
戰
而
廟
算
勝
、

太
一
遁
早
置
算
之
法
、
因
六
十
算
已
上
爲
多
算
、
六
十
算
已
下
爲
少
算
。
客
多
算
臨

少
算
、
主
人
敗
、
客
少
算
臨
多
算
、
主
人
勝
。
此
皆
勝
敗
易
見
矣

」。

謀
攻
篇

・
知
可
以
戰
與
不
可
以
戰
者
勝
。

③
李
筌
曰

「
料
人
事
逆
順
、
然
後
以
『
太
一
遁
甲
』
算
三
門
遇
奇
五
將
無
關
格
、
迫
脅

、

主
客
之
計
者
、
必
勝
也

」。

形
篇

④
李
筌
曰

「
形
謂
主
客
・
攻
守
・
八
陳
・
五
營
・
陰
陽
・
向
背
之
形

（
冒
頭
）

、

。
」

・
可
勝
者
、
攻
也
。

⑤
李
筌
曰

「
夫
善
用
兵
者
、
守
則
高
壘
堅
壁
也
。
攻
則
橦
棚
・
雲
梯
・
土
山
・
地
道
。

、

陳
左
川
澤
、
右
丘
陵
、
背
孤
向
虛
、
從
疑
擊
間
、
識
辨
五
令
以
節
衆
、
掎
角
勢
連
、

首
尾
相
應
者
、
爲
不
可
勝
也
。
無
此
數
者
、
以
爲
可
勝
也

」。

・
守
則
有
餘
、
攻
則
不
足
。
善
守
者
、
藏
於
九
地
之
下
、
善
攻
者
、
動
於
九
天
之
上
、

故
能
自
保
而
全
勝
也
。

、「
『

』

、「

、

。

、

。
」

⑥
李
筌
曰

天
一
遁
甲
經

云

九
天
之
上

可
以
陳
兵

九
地
之
下

可
以
伏
藏

、

、

。

、

常
以
直
符
加
時
幹

後
一
所
臨
宮
爲
九
天

後
二
所
臨
宮
爲
九
地

地
者
靜
而
利
藏

天
者
運
而
利
動
。
故
魏
武
不
明
二
遁
、
以
九
地
爲
山
川
、
九
天
爲
天
時
也
。
夫
以
天

、

、

。

、

、

一
太
一
之
遁
幽
微

知
而
用
之

故
全
也

經
云
知
三
避
五
魁

然
獨
處
能
知
三
五

橫
行
天
下
。
以
此
法
出
、
不
拘
諸
咎
則
其
義
也

」。

虚
実
篇

・
行
千
里
而
不
勞
者
、
行
於
無
人
之
地
也
。

⑦
李
筌
曰

「
出
敵
無
備
、
從
孤
擊
虛
、
何
人
之
有

」

、

。

・
我
不
欲
戰
、
畫
地
而
守
之
。

⑧
李
筌
曰

「
拒
境
自
守
也
。
若
入
敵
境
、
則
用
『
天
一
遁
甲
』
真
入
閉
六
戊
之
法
、
以

、

刀
畫
地
為
營
也

」。

・
故
知
戰
之
地
、
知
戰
之
日
、
則
可
千
里
而
會
戰
。

⑨
李
筌
曰

「
知
戰
之
地
、
則
舟
車
歩
騎
之
所
便
也
。
魏
武
以
北
土
未
案
、
舍
鞍
馬
、
仗

、

舟
楫
、
與
吳
越
爭
彊
、
是
以
有
黃
蓋
之
敗
。
吳
王
濞
驅
吳
楚
之
衆
、
奔
馳
於
梁
鄭
之

間
、
此
不
知
戰
地
日
者
。
故
『
太
一
遁
甲
』
曰

「
計
法
三
門
五
將
、
主
客
成
敗
則

、

可
知
也
。
於
是
千
里
會
戰
而
勝

」
。
」

・
故
策
之
而
知
得
失
之
計
。
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⑩
李
筌
曰

「
用
兵
者
取
勝
之
兵
法
可
制

『
太
一
遁
甲
』
五
將
之
計
、
以
定
關
格
掩
迫

、

。

之
數
、
得
失
可
知
也

」。

・
作
之
而
知
動
靜
之
理
。

⑪
李
筌
曰

「
候
望
雲
氣
・
風
鳥
・
人
情
、
則
動
靜
可
知
也
。
王
莽
時
、
王
尋
征
昆
陽
、

、

有
雲
氣
如
壞
山
、
當
營
而
墜
、
去
地
數
丈
、
而
光
武
知
其
必
敗
。
梁
王
僧
辯
營
上
有

如
堤
之
氣
、
侯
景
知
其
必
勝
。
風
鳥
、
貪
豺
之
類
也

」。

軍
争
篇

・
懸
權
而
動
。

⑫
李
筌
曰

「
權
、
量
秤
也
。
敵
輕
重
與
吾
有
銖
鎰
之
別
、
則
動
。
夫
先
動
爲
客
、
後
動

、

爲
主
、
客
難
而
主
易

『
太
一
遁
甲
』
定
計
之
算
、
明
動
易
也

」

。

。

ま
ず
注
目
し
た
い
の
は
、
④
⑤
⑦
に
確
認
で
き
る
方
位
に
関
す
る
占
術
で
あ
る
。
例

え
ば
④
の
「
形
謂
主
客
・
攻
守
・
八
陳
・
五
營
・
陰
陽
・
向
背
之
形

（
形
と
は
主
客
・

。

。
）
」

、

「

」

攻
守
・
八
陳
・
五
営
・
陰
陽
・
向
背
の
形
を
謂
う

と
あ
り

李
筌
は
様
々
な

形

、

「

」

。

を
列
挙
す
る
が

そ
の
中
の

向
背

は
第
二
章
で
述
べ
た
よ
う
に
術
数
用
語
で
あ
る

⑤
の
「
陳
左
川
澤
、
右
丘
陵
、
背
孤
向
虛
、
從
疑
擊
間
、
識
辨
五
令
以
節
衆
、
掎
角

、

、

。（

、

、

勢
連

首
尾
相
應
者

以
爲
不
可
勝
也

陳
す
る
に
川
沢
を
左
に
し

丘
陵
を
右
に
し

孤
を
背
に
し
て
虛
に
向
か
い
、
疑
従
り
間
を
撃
ち
、
五
令
を
識
弁
す
る
に
以
て
衆
を
節

、

、

、

。）
」

し

掎
角
の
勢
連
な
り

首
尾
相
応
ず
る
者
は

以
て
勝
つ
べ
か
ら
ざ
る
を
為
す
な
り

「

、

」

、

で
も

陳
す
る
に
川
沢
を
左
に
し

丘
陵
を
右
に
し

の
部
分
は
向
背
の
術
で
あ
る
他

「
孤
を
背
に
し
て
虛
に
向
か
い
」
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
孤
虚
の
占
術
で
あ
り
、
孤

の
方
角
を
背
に
し
て
、
そ
の
対
角
線
上
の
方
角
を
攻
め
る
と
勝
つ
と
い
う
も
の
で
あ
る

。

（
注

）
18

孤
虚
に
つ
い
て
は
、
⑦
の
「
出
敵
無
備
、
從
孤
擊
虛
、
何
人
之
有

（
敵
の
無
備
に
出

。

で
て
、
孤
従
り
虚
を
撃
て
ば
、
何
人
之
有
ら
ん
や

」
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

。
）

よ
う
に
李
筌
は

『
孫
子
』
に
注
釈
す
る
際
、
方
位
占
を
交
え
て
い
る
。

、

次
に
⑪
に
つ
い
て
は
、
雲
気
占
を
引
用
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は

「
王
莽
の
時
、
王

、

尋

昆
陽
に
征
す
る
に
、
雲
気
有
り
て
壊
山
の
ご
と
く
、
営
に
当
た
り
て
墜
ち
、
地
を
去

る
こ
と
数
丈
、
而
し
て
光
武

其
の
必
敗
を
知
る

「
梁
の
王
僧
弁
の
営
上

堤
の
気
の

。
」

ご
と
き
有
り
、
侯
景

其
の
必
勝
を
知
る

」
の
よ
う
に
、
歴
史
に
お
い
て
雲
気
占
が
登

。

場
し
た
例
を
二
つ
挙
げ
る
。

最
後
に
注
目
す
る
の
は

『
太
一
遁
甲

『
天
一
遁
甲

『
天
一
遁
甲
経
』
の
よ

、

』

』

（
注

）
19

う
な
遁
甲
占
の
引
用
で
あ
る
。
②
③
⑥
⑧
⑨
⑩
⑫
の
計
七
箇
所
で
確
認
で
き
る
。

遁
甲
占
は
、
三
つ
の
式
盤
（
天
盤
・
地
盤
・
人
盤
）
を
使
用
す
る
こ
と
か
ら

「
遁
甲

、

式
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
伝
承
に
よ
れ
ば
、
太
古
の
時
代
、
黄
帝
が
蚩
尤
と
戦
っ
た
際
、

天
帝
よ
り
授
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
占
法
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
占
う
際
の
二
十
四
節
気
を

も
と
に
「
六
儀
三
奇
」
を
決
定
し
、
九
宮
（
空
間
を
九
分
割
し
た
も
の
）
に
そ
れ
ぞ
れ

配
当
す
る
。
そ
の
後
、
日
・
時
間
の
干
支
を
も
と
に
紫
白
（
白
・
黒
・
碧
・
緑
・
黄
・

白
・
赤
・
白
・
紫

・
八
門

休
・
生
・
傷
・
杜
・
景
・
死
・
驚
・
開

・
九
星

天
蓬
・

）

（

）

（

天
芮
・
天
冲
・
天
輔
・
天
禽
・
天
心
・
天
柱
・
天
任
・
天
英

・
九
神
（
値
（
天
）
符
・

）

騰
蛇
・
太
陰
・
六
合
・
勾
陳
・
太
常
・
朱
雀
・
九
地
・
九
天
）
も
九
宮
に
配
当
し
、
そ

の
上
で
計
算
し
て
占
う
。
こ
の
よ
う
に
、
遁
甲
占
は
占
術
の
中
で
も
極
め
て
複
雑
で
あ

り
、
数
理
性
を
持
つ
こ
と
が
分
か
る

。

（
注

）
20

以
上
、
李
筌
注
に
見
え
る
術
数
的
解
釈
を
確
認
し
て
き
た

。
こ
こ
で
疑
問
と

（
注

）
21

な
る
の
が
、
李
筌
は
方
位
占
・
雲
気
占
・
遁
甲
占
と
い
っ
た
術
数
を
引
用
す
る
理
由
で

あ
る
。

一
つ
の
可
能
性
と
し
て
、
李
筌
に
と
っ
て
は
方
位
占
・
雲
気
占
・
遁
甲
占
が
術
数
の

。『

』

中
で
も
人
為
寄
り
の
性
質
を
有
す
る
と
み
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る

孫
子
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に
存
在
す
る
術
数
を
批
判
す
る
記
述
に
対
し
、
李
筌
は
以
下
の
よ
う
に
注
釈
す
る
。

・
禁
祥
去
疑
、
至
死
無
所
之
。

李
筌
曰

「
妖
祥
之
言
、
疑
惑
之
事
而
禁
之
、
故
無
所
災

（
九
地
篇
）

→

、

。
」

・
先
知
者
、
不
可
取
於
鬼
神
、
不
可
象
於
事
、
不
可
驗
於
度
。
必
取
于
於
人
、
知
敵
之

情
者
也
。

（
注

）

→
李
筌
曰

「
不
可
取
於
鬼
神
象
類
、
唯
間
者
能
知
敵
之
情

（
用
間
篇

、

。
」

）

22

李
筌
は

『
孫
子
』
本
文
に
従
い
、
妖
祥
に
関
す
る
発
言
を
禁
じ
る
こ
と
や
、
鬼
神
に

、

よ
っ
て
未
来
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
肯
定
的
に
捉
え
る
一
方
、
先
述
の
通
り

別
の
箇
所
で
は
方
位
占
・
雲
気
占
・
遁
甲
占
を
引
用
す
る

。
こ
れ
は
、
湯
浅
氏

（
注

）
23

が
述
べ
る
よ
う
に
、
術
数
が
兵
卒
の
心
を
統
率
し
た
り
、
詭
道
と
し
て
人
為
的
に
利
用

し
た
り
す
る
た
め
に
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
と
い
う
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る

。

（
注

）
24一

方
で
、
李
筌
の
中
で
は
方
位
占
・
雲
気
占
・
遁
甲
占
と
妖
祥
・
鬼
神
は
別
物
で
あ

る
た
め
、
李
筌
に
と
っ
て
方
位
占
・
雲
気
占
・
遁
甲
占
を
引
用
す
る
こ
と
と
、
妖
祥
・

鬼
神
を
批
判
す
る
こ
と
が
矛
盾
し
な
か
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

と
い
う
の
も
、
前
述
の
通
り
、
遁
甲
占
は
占
術
の
中
で
も
非
常
に
数
理
的
で
あ
り
、

諸
々
の
計
算
工
程
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
方
位
占
・
雲
気
占
も
一
定
の
理
を
有
し
て
い

る
。ま

ず
、
方
位
占
の
一
つ
で
あ
る
孤
虚
占
は
、
占
う
日
の
干
支
よ
り
「
孤
」
と
「
虚
」

、

。

の
方
角
を
計
算
し

孤
の
方
角
か
ら
虚
の
方
角
を
攻
撃
す
る
と
い
う
理
を
有
す
る
（

）

注
25

雲
気
占
に
つ
い
て
は
、
雲
気
の
形
状
や
色
が
占
断
の
内
容
に
密
接
な
関
係
を
有
す
る

こ
と
が
多
い
。
例
え
ば

『
晋
書
』
天
文
志
の
「
營
上
有
雲
如
衆
人
頭
赤
色
、
其
城
營
皆

、

可
屠

（
営
上
に
雲
有
り
て
衆
人
の
頭
の
ご
と
く
赤
色
な
れ
ば
、
其
の
城
営
皆
屠
る
べ

。

し

」
や
『
乙
巳
占
』
巻
九
の
「
雲
氣
如
人
頭
者
、
是
將
軍
失
兵
衆

（
雲
気
人
頭
の
ご

。
）

。

、

。
）
」

、「

」

「

」

と
き
者
は

是
れ
将
軍
兵
衆
を
失
う

と
い
う
記
述
は

人
頭

の
雲
気
を

首
級

「
斬
首
」
に
連
想
さ
せ
て
占
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
連
想
を
繋
い
で
い
る
の
が
、

「
気
」
で
あ
る
。

ま
た
こ
れ
ら
の
占
術
は
、
少
な
く
と
も
李
筌
が
生
き
て
い
た
唐
代
に
お
い
て
は
、
術

数
の
中
で
も
一
定
の
位
置
を
占
め
て
い
た
。
例
え
ば
、
唐
代
に
編
纂
さ
れ
た
代
表
的
な

術
数
文
献
で
あ
る
『
開
元
占
経
』
に
は
、
巻
九
十
四
・
九
十
七
に
は
多
く
の
雲
気
占
が

収
録
さ
れ
て
お
り
、
初
唐
に
編
纂
さ
れ
た
『
隋
書
』
経
籍
志
で
は
、
孤
虚
を
冠
す
る
文

献
が
八
種
、
雲
気
占
に
ま
つ
わ
る
文
献
が
六
種
確
認
で
き
、
そ
れ
な
り
に
流
行
し
て
い

た
こ
と
が
分
か
る
。

、

『

』

、「

」

遁
甲
占
に
つ
い
て
は

唐
代
に
編
纂
さ
れ
た

隋
書

経
籍
志
・
五
行
で
は

遁
甲

を
含
む
文
献
が
五
十
五
種
類
確
認
で
き
る
。
こ
れ
は
、
全
体
（
三
三
八
種
）
の
約
六
分

の
一
を
占
め
る
。
ま
た
、
術
数
の
中
で
古
く
か
ら
重
要
な
位
置
を
占
め
る
『
易
』
の
名

を
冠
す
る
文
献
が
六
十
種
類
で
あ
り
、
遁
甲
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
数
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
影
響
力
が
強
い
こ
と
が
分
か
る
。

一
方

『
孫
子
』
本
文
で
批
判
さ
れ
て
い
る
妖
祥
・
鬼
神
は
、
ど
の
よ
う
な
占
術
だ
ろ

、

う
か
。
ま
ず
妖
祥
に
つ
い
て
は

『
論
衡
』
紀
妖
篇
で
王
充
が
趙
襄
子
に
予
言
し
て
き
た

、

霍
大
山
の
神
を
「
鬼

「
妖
祥
」
の
類
い
で
あ
る
と
論
じ
て
お
り

「
怪
し
げ
な
予
兆
」

」

、

と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る

。

（
注

）
26

ま
た
『
晋
書
』
五
行
志
・
中
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
妖
祥
が
記
さ
れ
て
い
る
。

車
騎
大
將
軍
、
東
嬴
王
騰
自
并
州
遷
鎮
鄴
、
行
次
真
定
。
時
久
積
雪
、
而
當
門

前
方
數
丈
獨
消
釋
、
騰
怪
而
掘
之
、
得
玉
馬
。
高
尺
許
、
口
齒
缺
。
騰
以
馬
者
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國
姓
、
上
送
之
、
以
爲
瑞
。
然
馬
無
齒
則
不
得
食
、
妖
祥
之
兆
、
衰
亡
之
徵
。

案
占
、
此
白
祥
也
。
是
後
騰
爲
汲
桑
所
殺
、
而
天
下
遂
亂
。

車
騎
大
將
軍
、
東
嬴
の
王
騰

并
州
よ
り
鎮
鄴
に
遷
り
、
行
次
真
に
定
ま
る
。
時

に
久
し
く
積
雪
し
、
当
に
門
の
前
方
の
数
丈
独
り
消
釈
し
、
騰
怪
し
み
て
之
を

掘
り
、
玉
馬
を
得
。
高
さ
尺
許
り
、
口
歯
缺
く
。
騰

以
て
馬
者
を
国
姓
と
し
、

、

。

、

上

之
を
送
り

以
て
瑞
と
為
す

然
れ
ど
も
馬
歯
無
け
れ
ば
則
ち
食
む
を
得
ず

妖
祥
の
兆
、
衰
亡
の
徴
な
り
。
案
じ
て
占
な
う
に
、
此
れ
白
祥
な
り
。
是
れ
後

の
騰

汲
桑
の
殺
す
所
と
為
り
、
天
下
遂
に
乱
る
。

こ
こ
で
は
、
積
も
っ
た
雪
が
一
部
の
み
溶
け
た
こ
と
と
、
そ
の
下
か
ら
歯
が
な
い
玉

馬
を
得
た
こ
と
が
妖
祥
で
あ
っ
た
と
記
す
。
玉
馬
の
歯
が
無
い

飯
を
食
べ
ら
れ
な
い

→

衰
亡

死
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
お
り
、
雲
気
占
と
同
様
の
よ
う
な
連
想
の
理
が
見

→

→

ら
れ
る
。
一
方
で
、
李
筌
自
体
は
、
妖
祥
を
批
判
し
つ
つ
雲
気
占
を
引
用
し
て
い
る
の

で
、
恐
ら
く
雲
気
占
の
ほ
う
に
信
憑
性
を
見
出
し
て
お
り
、
ま
た
妖
祥
の
中
に
雲
気
占

は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

こ
の
信
憑
性
を
、
理
と
い
う
点
か
ら
考
察
す
る
と
、
妖
祥
と
雲
気
占
で
は
、
現
象
に

対
す
る
理
と
い
う
点
で
は
雲
気
占
の
ほ
う
が
濃
い
。
雲
気
占
は
、
基
本
的
に
人
の
発
す

る
気
が
形
と
な
り
上
空
へ
昇
り
、
そ
れ
を
観
測
す
る
こ
と
で
未
来
を
見
通
す
と
い
う
考

え
方
で
あ
る
。
一
方
、
妖
祥
は
「
馬
の
歯
の
欠
如
」
と
「
死
」
の
よ
う
に
、
現
象
と
結

果
の
因
果
関
係
が
薄
く
、
気
の
思
想
も
介
在
し
て
い
な
い
。

以
上
、
李
筌
が
批
判
し
た
妖
祥
と
は
、
不
可
思
議
な
現
象
か
ら
未
来
を
占
う
術
で
あ

り
、
李
筌
に
と
っ
て
は
雲
気
占
よ
り
信
憑
性
に
乏
し
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。

鬼
神
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
意
味
を
含
む
も
の
の

『
孫
子
』
や
李
筌
が
認
識
し
て
い

、

、

。

る
鬼
神
は

当
時
戦
争
の
勝
敗
に
関
わ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
存
在
だ
と
予
想
さ
れ
る

、『

』

、「

、

。（

、

例
え
ば

左
伝

昭
公
二
十
七
年
に
は

猶
有
鬼
神

此
必
敗
也

猶
鬼
神
有
る
も

此
れ
必
ず
敗
る
る
な
り

」
と
い
う
記
述
が
存
在
す
る
。
ま
た
特
に

「
國
將
亡
妖
見
、

。
）

、

其
亡
非
妖
。
人
將
死
鬼
来
、
其
死
非
鬼
也

（
国
将
に
亡
び
ん
と
す
る
に
妖
見
る
も
、
其

。

の
亡
ぶ
る
は
妖
に
非
ず
、
人
将
に
死
せ
ん
と
し
て
鬼
来
た
る
も
、
其
の
死
す
る
は
鬼
に

非
ざ
る
な
り

（

論
衡
』
訂
鬼
篇
）
の
よ
う
に
、
妖
（
祥
）
と
共
に
、
死
や
敗
北
の

。
）
」
『

予
兆
と
し
て
鬼
神
を
捉
え
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

卑
見
の
限
り
、
鬼
神
を
祭
る
と
勝
利
で
き
る
理
由
や
、
鬼
神
が
敗
北
の
予
兆
で
あ
る

理
由
を
明
確
に
説
明
す
る
記
述
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
な
お
李
筌
は

『
太
白
陰
経
』

、

巻
一
・
第
八
で
「
信
蓍
龜
・
卜
筮
・
鬼
神
禱
祠
、
讒
諂
・
諛
佞
・
竒
技
乱
行
於
門
戶
、

其
所
謂
是
者
皆
非
、
非
者
皆
是
、
離
君
臣
之
際
、
塞
忠
讜
之
路

（
蓍
亀
・
卜
筮
・
鬼
神

。

を
信
じ
て
祠
を
祷

り
、
讒
諂
・
諛
佞
・
奇
技
乱
り
に
門
戸
を
行
り
、
其
の
是
を
謂
う
所

の
者

皆
非
と
し
、
非
な
る
者

皆
是
と
す
る
は
、
君
臣
の
際
を
離
れ
、
忠
讜
の
路
を
塞

ぐ

」
と
述
べ
、
鬼
神
が
蓍
亀
・
卜
筮
と
共
に
君
臣
関
係
を
乱
す
要
因
と
し
て
挙
げ
ら

。
）

れ
て
い
る

。

（
注

）
27

さ
ら
に
、
妖
祥
・
鬼
神
に
関
す
る
記
述
は
『
開
元
占
経
』
巻
百
十
三
に
ま
と
め
て
見

え
る
程
度
で
少
な
く
、
ま
た
『
隋
書
』
経
籍
志
に
妖
祥
・
鬼
神
を
冠
す
る
文
献
は
存
在

し
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
占
断
に
至
る
ま
で
の
理
と
い
う
点
で
、
方
位
占
・
雲
気
占
・
遁
甲

占
は
妖
祥
・
鬼
神
よ
り
「
人
為
」
寄
り
で
あ
り
、
ま
た
術
数
の
中
で
よ
り
主
要
で
あ
っ

た
た
め
、
李
筌
の
中
で
は
『
孫
子
』
の
注
釈
と
し
て
引
用
す
る
こ
と
に
違
和
感
が
無
か

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

。
そ
し
て
、
李
筌
に
と
っ
て
は
妖
祥
・
鬼
神
と
方

（
注

）
28

位
占
・
雲
気
占
・
遁
甲
占
は
、
同
じ
術
数
の
中
で
も
信
用
度
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。
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『
孫
子
』
が
術
数
的
に
受
容
さ
れ
た
原
因

五

以
上
、
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
の
黄
帝
伐
赤
帝
篇
・
地
形
二
篇
・

孫
臏
兵
法

・

後
漢

『

』
『

書

・

太
平
御
覧

・
李
筌
注
を
取
り
上
げ
、
後
世
の
『
孫
子
』
受
容
に
お
い
て
術
数
が

』
『

』

関
わ
る
ケ
ー
ス
を
確
認
し
た

で
は

先
に
挙
げ
た
通
り

孫
子

に
は
術
数

妖
祥
・

。

、

『

』

（

鬼
神
）
を
禁
じ
る
よ
う
な
記
述
が
あ
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
な
ぜ
術
数
的
な
受
容
が
起

こ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
第
四
章
で
検
討
し
た
通
り
、
受
容
者
が
李
筌
の
よ
う
に
『
孫

子
』
は
術
数
の
中
で
も
一
部
の
み
を
批
判
し
た
と
認
識
し
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
が
、
こ
こ
で
は
よ
り
包
括
的
な
視
点
か
ら
考
察
し
た
い
。

、

。

『

』

第
一
に

天
人
感
応
思
想
の
影
響
が
非
常
に
強
か
っ
た
か
ら
で
あ
る

元
来

孫
子

は
権
謀
・
人
為
を
基
調
と
な
し
た
兵
法
で
あ
り
、
天
人
感
応
思
想
と
は
一
定
の
距
離
を

有
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、
中
国
に
お
け
る
天
人
感
応
思
想
の
影
響

は
非
常
に
強
か
っ
た
。
古
代
中
国
に
お
い
て
天
の
作
用
を
疑
っ
た
と
さ
れ
る
『
荀
子
』

で
す
ら
、
天
か
ら
人
へ
よ
る
作
用
を
認
め
て
い
る
。

『
荀
子
』
天
論
篇
の
冒
頭
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
確
認
で
き
る
。

天
行
有
常
、
不
爲
堯
存
、
不
爲
桀
亡
。
應
之
以
治
則
吉
、
應
之
以
亂
則
凶
。
彊

本
而
節
用
、
則
天
不
能
貧
。
養
備
而
動
時
、
則
天
不
能
病
。
脩
道
而
不
貳
、
則

天
不
能
禍
。
故
水
旱
不
能
使
之
飢
、
寒
暑
不
能
使
之
疾
、
祅
怪
不
能
使
之
凶
。

本
荒
而
用
侈
、
則
天
不
能
使
之
富
。
養
略
而
動
罕
、
則
天
不
能
使
之
全
。
倍
道

而
妄
行
、
則
天
不
能
使
之
吉
。
故
水
旱
未
至
而
飢
、
寒
暑
未
薄
而
疾
、
祅
怪
未

至
而
凶
。
受
時
與
治
世
同
、
而
殃
禍
與
治
世
異
、
不
可
以
怨
天
、
其
道
然
也
。

故
明
於
天
人
之
分
、
則
可
謂
至
人
矣
。

天
行
に
有
常
り
て
、
堯
の
為
に
と
て
存
せ
ず
、
桀
の
為
に
と
て
亡
び
ず
。
之
に

応
ず
る
に
治
を
以
て
す
れ
ば
則
ち
吉
、
之
に
応
ず
る
に
乱
を
以
て
す
れ
ば
則
ち

凶
。
本
を
彊
め
て
用
を
節
す
れ
ば
、
則
ち
天
も
貧
に
す
る
能
わ
ず
。
養
備
わ
り

て
動
く
こ
と
時
あ
れ
ば
、
則
ち
天
も
病
ま
し
む
る
こ
と
能
わ
ず
。
道
を
修
め
て

弐
わ
ざ
れ
ば
、
則
ち
天
も
禍
す
る
こ
と
能
わ
ず
。
故
に
水
旱
も
之
を
し
て
飢
え

し
む
る
能
わ
ず
、
寒
暑
も
之
を
し
て
疾
ま
し
む
る
こ
と
能
わ
ず
、
妖
怪
も
之
を

し
て
凶
な
ら
し
む
る
こ
と
能
わ
ず
。
本
荒
れ
て
用
侈
な
れ
ば
、
則
ち
天
も
之
を

し
て
富
ま
し
む
る
能
わ
ず
。
養
略
に
し
て
動
罕
な
れ
ば
、
則
ち
天
も
之
を
し
て

全
か
ら
し
む
る
こ
と
能
わ
ず
。
道
に
倍
き
て
妄
行
す
れ
ば
、
則
ち
天
も
之
を
し

て
吉
な
ら
し
む
る
こ
と
能
わ
ず
。
故
に
水
旱
未
だ
至
ら
ず
し
て
飢
え
、
寒
暑
未

だ
薄
ら
ず
し
て
疾
み
、
妖
怪
未
だ
至
ら
ず
し
て
凶
な
り
。
時
を
受
く
る
こ
と
治

世
と
同
じ
く
し
て
、
殃
禍

治
世
と
異
な
る
も
、
以
て
天
を
怨
む
べ
か
ら
ず
、
其

。

、

。

の
道
然
る
な
り

故
に
天
人
の
分
に
明
ら
か
な
れ
ば

則
ち
至
人
と
謂
う
べ
し

通
説
で
は
、
こ
の
よ
う
な
荀
子
の
「
天
人
の
分
」
と
い
う
考
え
方
は
、
天
人
感
応
思

想
を
否
定
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
荀
子
が
考
え
る
天
と
は
、

単
な
る
自
然
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。

一
方

「
天
人
の
分
」
の
解
釈
に
つ
い
て
、
天
と
人
と
の
連
続
性
を
認
め
る
よ
う
な
研

、

究
も
多
く
確
認
で
き
る
。
例
え
ば
近
藤
則
之
氏
は

「
天
人
の
分
」
に
つ
い
て
、
先
行
す

、

る
板
野
長
八
氏
・
松
田
弘
氏
・
池
田
知
久
氏
ら
の
見
解
を
引
用
し
つ
つ
、
さ
ら
に
考
察

を
加
え

天
人
の
分

の

分

は

分
離

で
は
な
い
と
主
張
す
る

そ
し
て

天

、「

」

「

」

「

」

。

、「
「

職
」
と
人
職
の
区
分
で
あ
り

「
天
職
」
と
は
万
物
の
生
成
と
そ
の
生
命
を
遂
げ
る
た
め

、

の
素
材
の
賦
与
、
人
職
と
は
与
え
ら
れ
た
素
材
を
十
全
に
活
用
し
て
、
人
類
全
体
と
し

」

、「

」

「

」

、

て
そ
の
生
命
を
遂
げ
る
こ
と
で
あ
る

の
よ
う
に

分

＝

分
職

で
あ
り

（

）

注
29

「
天
人
の
分
」
は
、
天
人
を
連
続
的
に
捉
え
る
も
の
で
あ
る
と
解
釈
す
る
。
こ
の
他
、
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近
藤
氏
は
様
々
な
角
度
か
ら
『
荀
子
』
に
お
け
る
天
人
の
連
続
性
を
論
じ
て
い
る
。
詳

し
く
は
近
藤
氏
の
論
考
を
参
照
さ
れ
た
い
が

こ
こ
で
は
先
行
研
究
に
導
か
れ
つ
つ

荀

、

、『

子
』
の
一
部
を
確
認
す
る
に
留
め
る
。

天
論
篇
に
は
「
天
職
既
立
、
天
功
既
成
、
形
具
而
神
生
、
好
惡
喜
怒
哀
樂
臧
焉
。
夫

是
之
謂
天
情

（
天
職
既
に
立
ぎ
、
天
功
既
に
成
り
、
形
具
わ
り
て
神
生
じ
、
好
悪
喜
怒

。

哀
楽
蔵
す
。
夫
れ
是
を
之

天
情
と
謂
う

」
の
よ
う
に
、
天
が
自
身
の
「
職

「
功
」

。
）

」

を
発
揮
し
て

人
を
含
め
た
万
物
に
形
状
や
性
質
を
与
え
た
こ
と
を
述
べ

こ
れ
を

天

、

、

「

」

。

『

』

、

。

情

と
表
現
す
る

つ
ま
り

荀
子

で
は

天
が
人
を
生
ん
だ
こ
と
を
認
め
て
い
る

そ
し
て

「
聖
人
清
其
天
君
、
正
其
天
官
、
備
其
天
養
、
順
其
天
政
、
養
其
天
情
、
以
全

、

其
天
功

（
聖
人
は
其
の
天
君
を
清
く
し
、
其
の
天
官
を
正
し
、
其
の
天
養
を
備
え
、
其

。

、

、

。
）
」

、

の
天
政
に
順
い

其
の
天
情
を
養
い

以
て
其
の
天
功
を
全
く
す

と
あ
る
よ
う
に

聖
人
が

天
君

天
官

天
養

天
政

天
情

と
い
っ
た
も
の
を
大
切
に
し

天

「

」「

」「

」「

」「

」

、「

功
」
を
発
揮
す
る
こ
と
を
述
べ
る
。

以
上
の
「
天
○
」
は

「
天
性
」
や
「
天
命
」
と
同
様
に

「
天
よ
り
与
え
ら
れ
た
も

、

、

の
」
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
で

「
自
然
」
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
そ

、

の
場
合
、
自
然
を
わ
ざ
わ
ざ
「
天
」
と
表
現
し
て
い
る
以
上
、
天
の
内
実
が
異
な
っ
て

い
る
の
み
で
、
強
弱
は
あ
れ
ど
も
天
自
体
と
人
と
の
繋
が
り
を
認
め
て
い
る
の
に
は
変

わ
り
が
無
い

。
こ
れ
は
特
に

『
易

『
詩
経

『
尚
書
』
な
ど
の
儒
家
系
文
献
に

（
注

）

、

』

』

30

見
え
る
天
人
感
応
思
想
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

以
上

『
荀
子
』
を
例
に
挙
げ
、
天
人
感
応
思
想
の
影
響
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
ま
た

、

小
論
で
は
紙
幅
の
関
係
で
詳
細
は
論
じ
な
い
も
の
の

『
荀
子
』
と
同
じ
く
天
人
感
応
思

、

想
や
術
数
を
真
っ
向
か
ら
否
定
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
『
論
衡
』
に
お
い
て
も
、
実
は

部
分
的
に
受
容
し
て
い
る
こ
と
が
、
笠
原
祥
士
郎
氏
の
研
究
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
て

。

、

『

』

、

い
る

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て

人
為
を
尊
ん
だ

孫
子

で
あ
っ
て
も

（

）

注
31

術
数
と
全
く
無
関
係
な
ま
ま
成
立
・
伝
承
す
る
と
は
考
え
づ
ら
い
。

ま
た

『
荀
子

『
論
衡
』
か
ら
考
え
る
べ
き
な
の
は
、
天
と
人
と
の
関
係
性
に
つ
い

、

』

て
、
一
か
〇
か
の
有
無
で
は
な
く
濃
淡
で
捉
え
る
と
い
う
態
度
で
あ
る

『
荀
子
』
は
、

。

天
人
感
応
を
受
容
し
つ
つ
も
、
人
の
作
用
に
つ
い
て
力
説
し
て
お
り
、
天
に
人
の
全
て

を
委
ね
よ
う
と
す
る
態
度
を
批
判
す
る
。
こ
れ
は
、
前
章
で
検
討
し
た
李
筌
注
の
態
度

に
も
通
じ
る
。
李
筌
は

『
孫
子
』
本
文
の
妖
祥
・
鬼
神
批
判
に
賛
同
し
つ
つ
、
自
ら
は

、

方
位
占
・
雲
気
占
・
遁
甲
占
を
他
部
分
で
引
用
し
て
お
り

「
術
数
」
と
い
う
大
枠
で
見

、

る
と
矛
盾
し
て
い
る
が

李
筌
が

妖
祥
・
鬼
神
＝
人
の
作
用
が
少
な
く
天
寄
り

方

、

「

」
、「

位
占
・
雲
気
占
・
遁
甲
占
＝
天
の
作
用
が
あ
る
も
の
の
人
寄
り
」
と
考
え
て
い
た
の
な

ら
、
矛
盾
せ
ず
に
辻
褄
が
合
う
。

次
に

『
孫
子
』
が
術
数
的
に
受
容
さ
れ
た
第
二
の
理
由
と
し
て

『
孫
子
』
に
は
術

、

、

数
と
相
性
の
良
い
部
分
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
ま
ず

『
孫
子
』
に
見
え
る
抽
象
性
で
あ
る

『
孫
子
』
は
単
に
戦
争
に
対
す
る
具
体
的
方
策
を

。

述
べ
る
の
み
な
ら
ず
、
軍
事
の
大
綱
も
述
べ
て
お
り
、
抽
象
的
な
語
句
が
多
数
存
在
し

て
い
る
。
抽
象
的
と
い
う
こ
と
は
、
解
釈
に
一
定
の
幅
が
生
ま
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
意

味
す
る
。

例
え
ば
、
第
三
章
・
第
四
章
で
も
引
用
し
た
『
孫
子
』
形
篇
の
「
善
守
者
藏
於
九
地

之
下
、
善
攻
者
動
於
九
天
之
上

（
善
く
守
る
者
は
九
地
の
下
に
蔵
れ
、
善
く
攻
む
る
者

。

は
九
天
の
上
に
動
く

で
あ
る

こ
の

九
天

九
地

に
つ
い
て
は

杜
牧
が

九

。
）
」

。

「

」「

」

、

「

者
、
高
深
數
之
極

（
九
と
は
、
高
深
数
の
極
な
り

」
と
注
す
る
よ
う
に
、
人
為
的
に

。

。
）

解
釈
で
き
る
一
方
、
遁
甲
占
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
概
念
で
も
あ
り
、
術
数
的
な
解
釈

が
可
能
で
あ
る
。

ま
た
、
計
篇
の
「
天
者
、
陰
陽
・
寒
暑
・
時
制
也

（
天
と
は
、
陰
陽
・
寒
暑
・
時
制

。

な
り

」
の
「
陰
陽
」
も
具
体
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
「
陰
陽
」
に
つ
い
て
、

。
）

張
預
は
「
夫
陰
陽
者
、
非
孤
虛
向
背
之
謂
也

（
夫
れ
陰
陽
と
は
、
孤
虚
向
背
の
謂
に
非

。

。
）」

、

「

、

。

ざ
る
な
り

と
注
す
る
一
方

杜
牧
は

陰
陽
者

五
行
・
刑
德
・
向
背
之
類
是
也
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（
陰
陽
と
は
、
五
行
・
刑
徳
・
向
背
の
類
是
れ
な
り

」
と
術
数
的
に
注
し
て
い
る

。
）

。
こ
の
よ
う
に

『
孫
子
』
に
は
術
数
と
結
び
つ
け
や
す
い
抽
象
的
な
語
が
存
在

（
注

）

、

32

し
て
お
り
、
そ
の
点
で
相
性
が
良
い
こ
と
が
分
か
る
。

さ
ら
に
『
孫
子
』
に
は
、
元
来
「
人
」
の
他

「
天

「
地
」
を
重
視
す
る
思
想
が
存

、

」

在
し
て
い
る
。
例
え
ば
計
篇
で
は
、
戦
争
に
お
け
る
五
つ
の
基
本
事
項
を
挙
げ
る
が
、

そ
の
一
つ
に
は
「
天
」
が
含
ま
れ
る
。

天

は

淮
南
子

兵
略
訓
に

明
於
奇
正
賌
・
該
陰
陽
・
刑
德
・
五
行
・
望
氣
・

「

」

、『

』

「

候
星
・
龜
策
・
禨
祥
、
此
善
爲
天
道
者
也

（
奇
正
賌
・
陰
陽
・
刑
徳
・
五
行
・
望
気
・

。

候
星
・
亀
策
・
禨
祥
に
明
ら
か
な
る
、
此
れ
善
く
天
道
を
為
む
る
者
な
り

」
と
あ
る

。
）

よ
う
に
、
術
数
を
支
え
る
根
本
と
し
て
存
在
す
る
概
念
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
記
述
と
認

識
が
、
後
人
に
術
数
的
要
素
を
付
加
さ
せ
る
要
因
の
一
つ
に
な
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
に

『
孫
子
』
は
抽
象
性
と
「
天
」
を
重
視
す
る
思
想
を
有
す
る
点
で
、

、

術
数
と
相
性
が
良
く
、
結
び
つ
き
や
す
か
っ
た
。

結

論

『
孫
子
』
の
主
な
性
質
は

「
人
」
を
重
視
す
る
部
分
に
求
め
ら
れ
、
後
世
に
お
い
て

、

は
そ
の
性
質
を
受
容
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
一
方
で
、
一
部
に
は
術
数
的
要
素
が
存

在
し
て
お
り
、
ま
た
受
容
・
継
承
さ
れ
る
際
に
も
そ
の
要
素
を
重
視
さ
れ
る
こ
と
が
あ

っ
た
。
具
体
的
に
は

『
孫
子
』
本
文
が
術
数
的
に
解
釈
さ
れ
て
い
た
り
、
ま
た
、
権
威

、

付
け
と
し
て
孫
子
の
名
前
が
利
用
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
背
景

に
は
、
中
国
に
お
け
る
天
人
感
応
思
想
の
強
い
影
響
や

『
孫
子
』
と
術
数
と
の
部
分
的

、

な
相
性
の
良
さ
が
存
在
し
て
い
た
。

逆
に
言
え
ば
、
当
時
天
や
術
数
の
影
響
が
強
く
、
天
と
人
と
の
境
界
線
が
曖
昧
で
あ

っ
た
中
、
現
行
本
『
孫
子
』
十
三
篇
の
内
容
は
、
そ
の
よ
う
な
要
素
が
少
な
い
と
い
う

点
で
特
徴
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
を
、
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
李
筌
の
『
孫
子
』
注
に
お
け
る
態
度
で
あ
る
。
李

筌
は
、
妖
祥
・
鬼
神
を
批
判
的
に
捉
え
つ
つ
、
方
位
占
・
雲
気
占
・
遁
甲
占
を
引
用
す

る
と
い
う
態
度
を
取
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
李
筌
の
中
で
前
者
が
術
数
の
中
で
も
素
朴

で
理
が
薄
く
批
判
さ
れ
る
べ
き
対
象
で
あ
る
一
方
、
後
者
は
一
定
の
理
を
持
っ
て
お
り

肯
定
的
に
捉
え
る
べ
き
対
象
だ
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
李
筌
の
態
度
は

「

孫
子
』
本
文
（
十
三
篇
）
に
術
数
的
要

、
『

素
が
存
在
す
る
の
か
」
と
い
う
問
題
を
解
決
す
る
上
で
、
一
つ
の
可
能
性
を
提
示
し
て

い
る

『
孫
子
』
の
軍
争
篇
・
行
軍
篇
で
向
背
、
火
攻
篇
で
風
角
術
を
述
べ
つ
つ
、
九
地

。

篇
・
用
間
篇
で
（
妖
）
祥
や
鬼
神
を
批
判
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。
こ
れ
は
、
李
筌
と

同
じ
く
『
孫
子
』
自
体
も
各
術
数
の
信
憑
性
を
理
の
濃
淡
で
選
別
し
て
い
た
可
能
性
が

考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か

「
術
数

「
占
術
」
と
言
っ
て
も
、
そ
の
種
類
や
占
法
、
成

。

」

立
ま
で
の
過
程
は
非
常
に
多
彩
で
あ
る
た
め
、
内
容
ご
と
に
信
用
度
が
変
わ
っ
て
い
た

可
能
性
は
充
分
に
あ
る
。

無
論
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
可
能
性
の
提
示
に
止
ま
っ
て
お
り
、
別
の
文
献
の
諸
占
術

、

。

。

の
意
識
を
は
じ
め
と
し
て

さ
ら
な
る
考
察
が
必
要
で
あ
る

今
後
の
課
題
と
し
た
い

注

（
１
）
術
数
と
占
術
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
、
陳
永
正
主
編
『
中
国
方
術
大
辞
典

（
中
山
大
学
出
版

』

社
、
一
九
九
二
年
）
で
は
術
数
を
「
古
代
に
お
け
る
方
術
の
重
要
な
内
容

「
数
術
」
と
も
言

。

う

「
術
」
と
は
方
術
を
指
し

「
数
」
は
気
数
・
数
理
、
つ
ま
り
陰
陽
五
行
の
相
生
相
克
の

。

、

。
」（

）、

「

」
（

）

、

「

」

数
理
を
指
す

二
二
頁

占
術
を

占
卜
の
術

二
三
頁

と
説
明
し

ま
た

占
卜

を
「
古
代
の
前
兆
・
迷
信
・
預
知
の
術
で
あ
り
、
事
物
の
変
化
か
ら
未
来
の
吉
凶
を
推
測
す
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る

（
二
三
頁
）
と
説
明
す
る

（
そ
れ
ぞ
れ
日
本
語
に
翻
訳
）
こ
の
よ
う
に
、
両
者
は
類
似

」

。

、

。

、

概
念
で
あ
り

小
論
に
お
い
て
は
特
に
注
記
が
無
い
場
合
は
区
別
せ
ず
に
用
い
る

た
だ
し

『
漢
書
』
芸
文
志
・
数
術
略
・
形
法
に
は

「
相
六
畜
三
十
八
巻

」
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
こ

、

れ
は
文
献
名
か
ら
相
馬
術
（
良
馬
の
鑑
定
法
）
や
相
狗
法
（
良
犬
の
鑑
定
法
）
に
関
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
『
相
馬
経
』
を
見
る
限
り
、
こ
れ
ら
は
占
術
と
い

う
側
面
の
み
な
ら
ず
、
現
実
的
な
技
術
と
い
う
側
面
も
強
く
、
占
術
に
含
む
べ
き
か
判
断
が

難
し
い
。
ま
た
、
暦
譜
に
は
「
許
商
算
術
二
十
六
巻

「
杜
忠
算
術
十
六
巻
」

の
よ
う
な
数
学

」

書
も
確
認
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
時
代
や
文
献
に
よ
っ
て
術
数
（
数
術
）
の
ほ
う
が
よ
り

広
い
範
囲
を
指
す
こ
と
が
あ
る
点
に
お
い
て
、
両
者
は
厳
密
に
一
致
す
る
訳
で
は
な
い
こ
と

に
は
留
意
が
必
要
で
あ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
水
口
幹
記
「

術
数
文
化
〉
と
い
う
用
語
の

〈

可
能
性
に
つ
い
て

（

前
近
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
〈
術
数
文
化

』
所
収
、
勉
誠
出
版
、
二

」
『

〉

〇
二
〇
年
）
等
を
参
照
。

２

十
二
月
辛
亥
朔

日
有
食
之

是
夜
也

趙
簡
子
夢
童
子
臝
而
轉
以
歌

旦
占
諸
史
墨
曰

吾

（

）

、

。

、

。

、「

夢
如
是
、
今
而
日
食
、
何
也

」
對
曰

「
六
年
、
及
此
月
也
、
吳
其
入
郢
乎
。
終
亦
弗
克
。

。

、

入
郢
必
以
庚
辰
。
日
月
在
辰
尾
、
庚
午
之
日
、
日
始
有
謫
。
火
勝
金
故
弗
克

」。

十
二
月
辛
亥
朔
、
日

之
を
食
す
る
こ
と
有
り
。
是
の
夜
や
、
趙
簡
子

童
子
臝
に
し
て
転
じ

て
以
て
歌
う
を
夢
む
。
旦
に
諸
を
史
墨
に
占
い
て
曰
く

「
吾
が
夢

是
の
ご
と
く
し
て
、
今

、

、

。
」

。

、「

、

、

に
し
て
日
食
す
る
は

何
ぞ
や

と

対
え
て
曰
く

六
年
に
し
て

此
の
月
に
及
べ
ば

呉
其
れ
郢
に
入
ら
ん
か
。
終
に
亦
た
克
た
ざ
ら
ん
。
郢
に
入
る
は
必
ず
庚
辰
を
以
て
せ
ん
。

日
月

辰

尾
に
在
り
て
、
庚
午
の
日
に
、
日
始
め
て
謫
有
り
。
火
は
金
に
勝
つ
が
故
に
克
た

ず

」
と
。

。

（
３
）
武
王
不
罷
市
民
、
兵
不
血
刃
、
而
克
商
誅
紂
、
無
祥
異
也
。
人
事
修
不
修
而
然
也
。
今
世
將

、

、

、

、

、

、

。

考
孤
虚

占
咸
池

合
龜
兆

視
吉
凶

觀
星
辰
風
雲
之
變

欲
以
成
勝
立
功

臣
以
爲
難

夫
將
者
、
上
不
制
於
天
、
下
不
制
於
地
、
中
不
制
於
人
。

武
王
、
市
民
を

罷

ら
ざ
ず
、
兵
、
刃
に
血
ぬ
ら
ず
し
て
、
商
に
克
ち
紂
を
誅
し
、
祥
異
無
き

つ

か

な
り
。
人
事
の
修
ま
る
と
修
ま
ら
ざ
る
と
に
し
て
然
る
な
り
。
今
の
世
の
将
は
、
孤
虚
を
考

え
、
咸
池
を
占
い
、
亀
兆
を
合
し
、
吉
凶
を
視
、
星
辰
風
雲
の
変
を
見
て
、
以
て
勝
ち
を
成

し
功
を
立
て
ん
と
欲
す
。
臣
以
て
難
し
と
為
す
。
夫
れ
将
な
る
者
は
、
上
は
天
に
制
せ
ら
れ

ず
、
下
は
地
に
制
せ
ら
れ
ず
、
中
は
人
に
制
せ
ら
れ
ず

（
武
議
篇
）

。

（
４
）
二
頁
下
段
一
六
～
二
一
行
目
を
参
照
。

（
５
）
李
零
『

孫
子
》
十
三
篇
綜
合
研
究

（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年

、
四
二
二
頁
。
な
お
、
こ

《

』

）

れ
よ
り
先
の
李
零
氏
の
解
釈
も
こ
の
頁
に
拠
っ
た
。

（

『
孫
子

（
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
九
七
年

、
二
十
一
頁
。

６
）

』

）

（

『
中
国
古
代
軍
事
思
想
史
の
研
究

（
研
文
出
版
、
一
九
九
九
年

、
六
十
九
頁
。
な
お
、
こ
れ

７
）

』

）

よ
り
先
の
湯
浅
氏
の
解
釈
も
こ
の
頁
に
拠
っ
た
。

（
８
）
前
掲
『

孫
子
》
十
三
篇
綜
合
研
究

、
四
二
二
頁
。

《

』

（
９
）
前
掲
『
孫
子

、
一
三
一
頁
。
前
掲
『
中
国
古
代
軍
事
思
想
史
の
研
究

、
六
十
九
頁
。

』

』

（

）
前
掲
『

孫
子
》
十
三
篇
綜
合
研
究

、
四
二
二
頁
。

《

』

10
（

『
孫
子

「
兵
法
の
真
髄
」
を
読
む

（
中
公
新
書
、
二
〇
二
二
年

、
七
十
一
頁
。

）

』

）

―

11
（

）
前
掲
『
孫
子

、
一
四
九
頁

一
五
五
頁
。
前
掲
『
中
国
古
代
軍
事
思
想
史
の
研
究

、
六
十

』

』

―

12

九
頁
。
ま
た
堀
池
信
夫
「

孫
子

「
火
攻
」
篇
の
星
宿
記
事
の
一
解
釈

（

筑
波
中
国
文
化

『

』

」
『

論
叢
』
三
、
一
九
八
三
年
）
は
、
こ
の
記
述
が
、
当
時
知
ら
れ
て
い
た
気
象
学
的
知
識
と
い

う
人
為
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
。

（

「

孫
子
』
に
お
け
る
天
文
と
地
理

、
一
七
九
頁

（

数
と
易
の
中
国
思
想
史
』
所
収
、
勉
誠

）
『

」

。
『

13

出
版
、
二
〇
一
八
年
。
初
出
は
加
地
伸
行
編
『
孫
子
の
世
界

、
新
人
物
往
来
社
、
一
九
八
四

』

年
）

（

「
黄
帝
伐
赤
帝
」
篇
と
「
地
形
二
」
篇
に
つ
い
て
は
、
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
整
理
小
組
編
『
銀
雀

）
14

山
漢
墓
竹
簡
（
壹

（
文
物
出
版
社
、
一
九
八
五
年

『
孫
臏
兵
法
』
諸
篇
に
つ
い
て
は
山

）
』

）
、

東
博
物
館
・
中
国
文
化
遺
産
研
究
院
著
『
銀
雀
山
漢
墓
簡
牘
集
成

（
文
物
出
版
社
、
二
〇
二

』

一
年
）
を
そ
れ
ぞ
れ
底
本
と
し
た
。

な
お

『
孫
子
』
十
三
篇
に
つ
い
て
は
、
銀
雀
山
漢
墓
竹

、
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簡
の
テ
キ
ス
ト
で
は
な
く
、
伝
世
本
（
続
古
逸
叢
書
本
）
を
用
い
る
が
、
必
要
に
応
じ
て
竹

簡
本
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。

（

）
前
掲
『
孫
子

、
五
十
八
頁
。

』

15
（

『
魏
武
兵
書
節
要
』
は
、
三
国
魏
の
曹
操
の
名
前
を
冠
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
三
国
志
』
武

）
16

帝
期
の
裴
松
之
注
に
引
く
『
異
同
雑
語
』
に

「
抄
集
諸
家
兵
法
、
名
曰
接
要

（
諸
家
の
兵

、

。

法
を
抄
集
し
て
、
名
づ
け
て
節
要
と
曰
う

」
と
い
う
記
述
と
対
応
し
て
い
る
。
一
方
、
曹

。
）

操
の

孫
子

注
で
は

術
数
的
な
注
釈
は
確
認
で
き
な
い

渡
邊
義
浩
氏
は

魏
武
注

孫

『

』

、

。

、「

『

子
』
と
曹
操
の
戦
法

（

多
元
文
化
』
第
十
一
号
、
二
〇
二
二
年
）
で

「
曹
操
の
軍
事
思
想

」
『

、

は

『
孫
子
』
を
中
核
に
置
き
、
そ
れ
を
『
兵
書
接
要
』
で
補
い

「
軍
令
」
に
よ
り
具
体
的

、

、

な
戦
術
に
落
と
し
込
む
、
と
い
う
段
階
性
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る

（
二
六
八
・
二
六
九

。
」

頁
）
と
解
釈
す
る
。

（

『
孫
子
』
の
李
筌
注
に
つ
い
て
は
、
既
に
湯
浅
氏
が
『
太
白
陰
経

『
陰
符
経
疏
』
を
含
め
、

）

』

17

術
数
と
人
為
の
関
わ
り
か
ら
考
察
し
て
お
り
、
李
筌
の
態
度
を
「
基
本
的
に
は
人
為
主
体
の

兵
学
思
想
を
説
き
な
が
ら
、
決
し
て
「
迷
信
」
的
要
素
を
排
斥
し
て
は
い
な
い

（

戦
い
の

。
」
『

神

中
国
古
代
兵
学
の
展
開

、
二
六
〇
頁
）
と
結
論
付
け
る
。

』

―

（

）
孤
虚
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
中
国
に
お
け
る
孤
虚
の
占
法
と
そ
の
変
遷
に
つ
い
て

18

式
占
と
の
関
わ
り
か
ら

（

中
国
研
究
集
刊
』
第
六
十
八
号
、
二
〇
二
二
年
）
を
参
照
。

―
」
『

（

『
太
一
遁
甲
』
に
つ
い
て
は

『
隋
書
』
経
籍
志
・
五
行
に
『
三
元
遁
甲
』
二
巻
が
収
録
さ
れ

）

、

19

て
お
り
、
そ
の
注
釈
に
「
梁
『
太
一
遁
甲
』
一
巻
」
と
あ
る
。

（

）
遁
甲
占
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
猪
野
毅
「
奇
門
遁
甲
の
基
礎
的
研
究

（

北
海
道
大
学
大
学

」
『

20

院
文
学
研
究
科
研
究
論
集
』
第
十
号
、
二
〇
一
〇
年
）
を
参
照
。

（

）
な
お
、
こ
の
他
『
孫
子
』
勢
篇
の
「
治
亂
、
數
也

（
治
乱
は
数
な
り

」
に
つ
い
て
、
こ
の

。

。
）

21

「
数
」
は
「
軍
隊
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
技
術
」
や
「
部
隊
の
編
制
」
と
解
釈
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
が
、
李
筌
は
「
暦
数
（
巡
り
合
わ
せ

」
と
解
釈
し

「
百
六
之
災
、
陰
陽
之
數
、
不

）

、

、

。（

、

、

、

。
）
」

由
人
興

時
所
會
也

百
六
の
災

陰
陽
の
数

人
に
由
り
て
興
ら
ず

時
に
会
う
所
な
り

の
よ
う
に
、
人
間
に
由
来
し
な
い
災
い
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
恐
ら
く
術
数
に
基
づ
い
た

解
釈
で
は
あ
る
が
、
確
定
で
き
な
い
た
め
注
に
挙
げ
る
に
留
め
て
お
く
。

（

）
あ
い
に
く
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
『
孫
子
』
で
は
欠
損
し
て
お
り
、
二
つ
の
記
述
を
確
認
す
る
こ

22

と
が
で
き
な
い
。

（

）
な
お
、
李
筌
は
「
事
に
象
る
べ
か
ら
ず
、
度
に
験
す
べ
か
ら
ず
」
の
部
分
に
つ
い
て
は
特
に

23

言
及
し
な
い

「
事
に
象
る
」
は
天
文
・
雲
気

「
度
に
験
す
」
は
天
文
暦
数
を
指
す
と
い
う

。

、

解
釈
が
存
在
す
る
が
、
仮
に
李
筌
が
こ
の
二
箇
所
を
術
数
的
に
解
釈
し
て
い
た
場
合
、
自
身

が
別
の
箇
所
で
雲
気
占
を
引
用
す
る
こ
と
か
ら
、
あ
え
て
触
れ
ず
、
暗
に
「
事
に
象
る
べ
か

ら
ず
、
度
に
験
す
べ
か
ら
ず
」
に
の
み
不
支
持
の
立
場
を
取
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

（

『
戦
い
の
神

中
国
古
代
兵
学
の
展
開

、
二
六
〇
頁
。
ま
た
杜
牧
注
で
は
、
暴
走
す
る
君
主

）

』

24

と
止
め
る
た
め
に
用
い
る
た
め

『
孫
子
』
は
「
陰
陽
」
の
よ
う
な
術
数
に
つ
い
て
言
及
す
る

、

と
述
べ
る
。

或
曰

「
如
此
者
、
陰
陽
向
背
、
定
不
足
信
、
孫
子
敘
之
、
何
也

」
答
曰

「
夫
暴
君
錯
主
、

、

。

、

或
爲
一
寶
一
馬
、
則
必
殘
人
逞
志
、
非
以
天
道
鬼
神
、
誰
能
制
止
。
故
孫
子
敘
之
。
蓋
有
深

旨

」。
或
い
は
曰
く

「
此
の
ご
と
き
者
、
陰
陽
向
背
、
定
め
て
信
ず
る
に
足
ら
ざ
る
も
、
孫
子
之
を

、
、

。
」

。

、「

、

、

叙
ぶ
る
は

何
ぞ
や

と

答
え
て
曰
く

夫
れ
暴
君
錯
主

或
い
は
一
宝
一
馬
な
れ
ば

則
ち
必
ず
人
を
残
し
志
を
逞
に
し
、
天
道
鬼
神
に
以
て
す
る
に
非
ざ
れ
ば
、
誰
か
能
く
制
止

せ
ん
。
故
に
孫
子

之
を
叙
ぶ
。
蓋
し
深
旨
有
り

」
と
。

。

（

）
孤
虚
占
の
占
法
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「
中
国
に
お
け
る
孤
虚
の
占
法
と
そ
の
変
遷
に
つ
い
て

25

式
占
と
の
関
わ
り
か
ら

」
を
参
照
。

―

―

（

「
今
大
山
廣
長
不
與
人
同
、
而
其
精
神
不
異
於
人
。
不
異
於
人
、
則
鬼
之
類
人
。
鬼
之
類
人
、

）
26

則
妖
祥
之
氣
也

（
今
大
山
の
広
長

人
と
同
じ
か
ら
ざ
る
に
、
其
の
精
神

人
に
異
な
ら
ず
と

。

す
。
人
に
異
な
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
鬼
の
人
に
類
せ
る
も
の
な
ら
ん
。
鬼
の
人
に
類
せ
る
も
の

な
れ
ば
、
則
ち
妖
祥
の
気
な
り

」
な
お

『
周
礼
』
春
官
宗
伯
に
見
え
る
「
妖
祥
」
は
、
賈

。
）

、
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公
彦
の
疏
に
よ
れ
ば
「
妖
」
が
悪
い
予
兆

「
祥
」
が
良
い
予
兆
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
李
筌
が

、

述
べ
る
「
妖
祥
」
と
は
意
味
が
異
な
っ
て
い
る
。

（

）
な
お
李
筌
は

『
太
白
陰
経
』
巻
八
・
総
序
の
中
で
『
易
』
文
言
伝
の
「
夫
聖
人
者
、
與
天
地

、

27

合
其
德
、
與
日
月
合
其
明
、
與
四
時
合
其
序
、
與
鬼
神
合
其
吉
凶

（
夫
れ
聖
人
な
る
者
は
、

。

天
地
と
其
の
徳
を
合
わ
せ
、
日
月
と
其
の
明
を
合
わ
せ
、
四
時
と
其
の
序
を
合
わ
せ
、
鬼
神

と
其
の
吉
凶
を
合
わ
す

」
を
引
用
す
る
。
こ
こ
で
の
鬼
神
は
、
天
地
・
日
月
な
ど
と
共
に
並

。

列
さ
れ
、
吉
凶
を
決
め
る
要
因
の
一
つ
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し

『
太
白
陰
経
』

、

が
収
録
す
る
占
術
の
中
に
鬼
神
が
関
係
す
る
も
の
は
存
在
せ
ず
、
李
筌
は
鬼
神
を
重
視
し
て

い
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

（

）
た
だ
し
、
こ
の
「
理
」
に
は
占
術
的
な
理
だ
け
で
な
く
、
経
験
則
的
な
理
も
混
在
し
て
い
る

28

場
合
が
考
え
ら
れ
る

ま
た

李
筌
が

孫
子

注
に
遁
甲
占
を
引
用
し
た
要
因
と
し
て
注
目

。

、

『

』

す
べ
き
は
、
遁
甲
占
は
道
教
で
も
受
容
さ
れ
、
李
筌
が
道
士
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
例
え

ば
、
道
教
系
文
献
と
し
て
著
名
な
『
抱
朴
子
』
に
は
遁
甲
に
関
す
る
記
述
が
確
認
で
き
、
ま

た
『
正
統
道
蔵
』
に
は
『
黄
庭
遁
甲
縁
身
経

『
秘
蔵
通
玄
変
化
六
陰
洞
微
遁
甲
真
経
』
と
い

』

う
文
献
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
李
筌
に
と
っ
て
は
身
近
な
占
術
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら

れ
る
。

（

「
第
三
の
天
人
の
分

（

南
腔
北
調
論
集

中
国
文
化
の
伝
統
と
現
代

山
田
敬
三
先
生
古
稀

）

」
『

29

記
念
論
集

、
二
〇
〇
七
年
）

』

（

）
な
お
近
藤
氏
は
、
冒
頭
の
「
天
行
に
常
有
り

」
の
部
分
に
つ
い
て

「
要
す
る
に
、
こ
こ
で

。

、

30

荀
子
が
述
べ
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
天
は
人
の
行
為
の
善
悪
に
応
じ
て
「
吉
凶
」
を
与
え
る

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
天
が
人
の
「
吉
凶
」
に
関
わ
ら
な
い
こ
と
の
主
張
で
は
そ
も
そ
も
な

い
の
で
あ
る

（
三
十
四
頁
）
と
解
釈
し
、
天
と
人
と
の
連
続
性
が
看
取
で
き
る
と
主
張
す

。
」

る
。

（

「
王
充
に
お
け
る
天
と
人

（

北
陸
大
学
紀
要
』
第
四
十
五
号
、
二
〇
一
八
年

。
笠
原
氏
は
、

）

」
『

）

31

「
そ
の
天
人
感
応
思
想
に
対
す
る
批
判
で
王
充
が
虚
妄
だ
と
し
た
の
は
人
格
神
的
天
に
対
す

る
も
の
で
あ
っ
た

（
十
五
頁
）
と
し
、
さ
ら
に
「
そ
の
天
の
代
わ
り
に
王
充
が
措
定
し
た
の

」

は
非
人
格
的
で
自
然
な
天
で
あ
っ
た

（
十
五
頁
）
と
す
る
。

。
」

（

）
た
だ
し
、
杜
牧
は
結
局

「
五
行
・
刑
徳
・
向
背
の
類
」
は
人
為
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
術

、

32

数
の
信
憑
性
を
認
め
て
い
な
い
点
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

【
附
記
】

本
稿
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
学
研
究
費
助
成
事
業
「
若
手
研
究

（2
1
K
1
2
8
4
1

）
の
助
成
に
よ
る
研
究
成

」

果
の
一
部
で
あ
る
。

椛
島

雅
弘
（
か
ば
し
ま
・
ま
さ
ひ
ろ
）

一
九
九
〇
年
生
ま
れ
。
大
阪
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
招
聘
研
究
員
。
専
門
は
中
国

兵
学
思
想
史
。
共
著
に
『
よ
く
わ
か
る
中
国
思
想

（
湯
浅
邦
弘
編
著
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書

』

房
、
二
〇
二
二
年

、
主
要
論
文
に
「
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
『
天
地
八
風
五
行
客
主
五
音
之

）

居
』
に
お
け
る
八
風
理
論
と
そ
の
變
遷

客
主
觀
を
中
心
と
し
て

（

中
國
出
土
資
料
研

―

」
『

究
』
第
二
十
二
号
、
二
〇
一
八
年
）
な
ど
。


